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件 名 足立区高齢者保健福払旨l画 ･介護保険事業計画 (案) について

所管部課名 福祉部 局蝉ソービス課 ･介護保険課

内 容

高齢者保健福祉計画 ･介護保険事業計画 (案) がまとまったので、 下記

のとおり報告する。

記

1 高齢者保健福祉計画 ･介護保険事業計画 (案) 資料 1 - 1

2 概要 “

第 1章 計画の基本的な考え方
計画策定の背景と趣旨、計画の位置づけ、計画期間など

第 2 章 高齢者を取り巻く現状
高齢者数及び要介護認定者の現状、将来人口推計

第 3章 計画の基本的理念と施策の柱
基本理念、 計画推進の施策の柱、施策の体系、施策における重点

課題
第4章 高齢者保健福祉計画

I 高齢者の健康を保持 ･増進し、社会参加を進めます
□ 介護保険サービスを適切に提供します
肛 高齢者の在宅生活を支援します
N 高齢者の権利を守るしくみを充実します
V 福祉サ- ビスの質を高めていきます

超 地域で支えあうしくみを充実します
第5章 介護保険事業計画

1 介護保険事業の現状
2 第 5期介護保険事栄司面における重点的な取組み
3 被保険者数等の見込み (平成 24年 ~ 26年)
4 サービス供給推計に基づく給付費算定 (平成 24年度 ~
26年度)

5 保険料の設定及び財政の見込み

3 第 5期介護保険料基準額の設定案 月額 5 , 5 7 0 円

4 区民への周知
(1 ) 介護保険特集号発行 平成 24年 3月 5日 (予定)
(2 ) ｢高齢者保健福祉計画 ･介護保険事業計画｣ 配布 平成 24年度



l資料1 - 1 ｣

(案)
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介護保険事業計画保 険 事 業霊

平成 2 4 年度 ~ 2 6 年度
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第 1鬘 計画の畠暮的な考え方

覊讓嶬醒計画策定の背景と趣旨

我が国では、 2僅世紀を迎えた現在、平均余命は世界でも最高水準となると

ともに、少子高齢化が急速に進んでいます。国立社会保障 ･人□問題研究所の

推計によると、 国の老年人□の割合 (高齢化率) は、 平成 2 5 年には 2 5 2 %

に達し、 4 人に乍人が高齢者になると見込まれています。

今後も増加する高齢者が可能な限り住み慣れた地域で、その有する能力に応

じ自立した日常生活を営むことができるよう、①介護、②予防、③医療、④生

活支援、⑤住まいの6 つのサービスを一体化して提供していく｢地域包括ケア｣

を念頭に置きつつ、地域の事情、特性などを反映させたサービスの提供体制の

実現が求められています。

平成す7 年には、団塊の世代すべてが高齢者となる平成 2 7 年を見据え、介

護保険法の大幅な改定を行い、予防重視、地域密着型サービスの導入や地域包

括支援センターの創設など新たなサービス体系を構築し、推進をしてきました

が、 一方で、 サービス利用の大幅な伸びにより費用が増大しています。また、

今後増加することが予想される認知症高齢者やひとり暮らし高齢者世帯が、で

きる限り住み慣れた地域で自立した生活を送ることができる社会を実現する

ためには、介護予防の推進や地域包括ケア体制の構築および充実が最重要課題

となっています。

区では、 第 4 期計画において、 区民、 団体、 企業などが協働し、 ｢自助 ･共

助 ･公肋｣ のバランスをとりながら、高齢者一人ひとりの権利尊重を重視した

施策を推進してきました。第5 期計画についても、この考え方を基本的に取り

入れていきます。
また、区における、高齢化率は平成 2 2 年の 2 1 8 % から平成 3 0 年頃には

2 5 .0 % となる見込みで、 確実に増加を続けていくことが予測されます。 さら

に、 今後は、 ｢団塊の世代｣ が高齢者になり、平成 3乍年で、 後期高齢者数が

前期高齢者数を上回ると推測されています。

こうした状況を踏まえ、 高齢者をめぐる新たな社会動向も見極めながら、

様々な課題を解決していくため、区V 区民、事業者が協働して取り組む内容を

『足立区高齢者保健福祉計画･第5 期介護保険事業計画』としてまとめました。



釀驚讓露計画の位置づけ

この計画は、『足立区基本構想』、『足立区基本計画』を基本とし、『足立区地

域保健福祉計画』の一環として高齢者の保健福祉及び介護保険事業運営に関す

る区の取り組みをまとめるものです。

また、老人福祉法、介護保険法などの法令や足立区高齢社会対策基本条例及

び区の関連個別計画との整合をはかって策定します。

図 1 - 1 計画の位置づけ
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圏薹圓計画期間

この計画は、老人福祉法にもとづく高齢者保健福祉計画と、介護保険法に基

づく3 年計画としての第5 期介護保険事業計画を包含した計画であり、計画期

間は、 平成 2 4 年度 (2 0 1 2 年度) から平成 2 6 年度 (2 0 14 年度) までの

3 力年とします。

なお、本計画は、第4 期計画までの取り組みを踏まえ、また第6 期計画以降、

高齢化のピーク時の目指すべき姿を念頭におき、計画を策定し、推進していく

ものとします。

図 1 - 2 計画の期間
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露頭霊園計画の策定体制

この計画は、福祉 ･保健 ･医療分野の専門家、学識経験者ならびに区民代表

で構成する地域保健福祉推進協議会及び同協議会介護保険･瞳がいネ霊祉専門部

会で、 検討しています。また、 高齢者等実態調査 (アンケート調査) のほか、
パブリックコメントなどを通じ、幅広く区民の要望･意見を反映していきます。



慥詳報露本計画策定の経緯

平成2 3 年
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,
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･本計画の中間報告審議

中間報告公聴会 ･説明会実施

足立区地域保健福祉推進協議会へ第5 期介護

保険料諮問

中間報告パブリックコメント実施

介護保険 ･陣がい福社専門部会

･第5 期介護保険料の設定について審議
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. ･ 第 5 期自殺,小啄介斗答申案について審議

.
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5期介護保険料答申

介護隊膜 ･障がい福祉專門部会

･今霞画策粒について審議

足 肓灰舷十話符合÷;】袷 #ゞ
‘" “ … ^

･今園-凹朱止について審議
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第2章 高齢者を取り巻く現状

讓霊讓高齢者数及び要介護恕定着の現状

区の平成 2 0 年の総人口は 6 5 6 ,8 7 9 人となっており、 年々増加傾向にあ

り、平成 2 3 年では、 6 6 8 6乍5 人となっています。また、高齢
者人口も年々

増加しており、平成 2 3 年の高齢化率は 2 2 .0 % となり、 平成 2 0 年の高齢化

率 2 1 0 % を 1 0 ポイント上回っています。 また、 後期 (7 5 歳以上) 高齢者

人口の増加が顕著となっており、平成 2 0 年の 5 4 2 3 1 人 (8 3 % ) から平

成 2 3 年では、 6 5 ,す9 6 人 (9 8 % ) となり、 約乍万僅千人の増加
となって

います。

図 2 - 1 人口構成と高齢化率
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表 2‐1 人口構成と高齢化率
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要支援 ･要介護認定者数は、 前期 (6 5 ~ 7 4 歳) 高齢者では、 ほぼ横ばい

となっていますが、 後期 (7 5 歳以上) 高齢者で増加傾向にあり、 平成 2 3 年

では全体で 2 4 ,4 3 2 人と増加しています。

第↑号被保険者に対する認定率は、 前期 (6 5 ~ 7 4 歳) 高齢者で 5 7 %、

後期 (7 5 歳以上) 高齢者で 3 0 2 % となっており、 全体では l6 .6 % と若干

の増加傾向になっています。
　

　 　　 　 　　　　

表 2‐2 要支援 ･要介護高齢者の現状
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図 2 - 2 要支援 ･要介護高齢者数の推計城はズ、
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園 2‐3 要支援 ･要介護高齢者数と認定率の推計王朝ズ
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朧鱗讓将来人ロ惟計
　 　

　

区の将来人口の推計は、総人□は、横ばいから徐々に減少していくと推計さ

れています。 一方で高齢者人口は、 年々増加広 特に 7 5 歳以上人口が平成

12 年に比べ、 平成 2 6 年では約 2 1 倍、 平成 2 9 年では約 2 .3 倍に増加し

ていくと推計されています。

高齢化率は平成 2 6 年で 2 3 .6 %、 平成 2 9 年で 2 4 8 % となり、 約4 人に

す人が 6 5 歳以上になると予測されます。

※要支援 ･要介護高齢者の推計については、 8 9 頁参照

図 2‐4 将来人口と高齢化率の推計
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表 2‐3 将来人口と高齢化率の推計
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堀 24,鯛 24.

※各年 10月 1日現在 (資料 :介護保険課)



第3章 計画の薹暮理念と施策の檀

霊湛灘基本理念

- -
-
-- -
-
-- - - - -

気 に --- ÷ テー-
-
-
-- - 三

られるまちをめざして-

- ÷= # ナニ--一二
-
÷一二･一 二--マ

ー

テ
ー
…高齢者が地域詩元

- 暮すらし続け

人生 8 0 年が普通となった現在、私たちにとって長生きすることが目標では

なく、 どのように長生きするのがが大きなテーマとなってきました。

人生の最期を満足して迎えられるかどうかは、それまでの生き方に大きく関

わってきます。高齢期を迎えても元気でいきいきした生活を送るためには、や

りがいや生きがいを持って｢自分でできることは自分でする｣ことが大切です。

.また、人と良い綾をつなぐことは、人生に彩りをそえ豊かさをもたらします。

単身高齢者や高齢者だけの世帯が増加し、孤立死や無縁社会が大きな問題とな

る中、日常のふれあいや思いやりの気持ちなどを大切にし、地域の絆を育
んで

いくことが求められています。

区では、 区民、 団体、 企業などとの協働を推進し、
｢自動 ･共助 ･公肋｣ の

バランスの取れた福祉のしくみづくりを進めています。これからも、区民の皆

様が豊かな長寿を実現できるよう｢高齢者が地域で元気に暮らし続けられるま

ち｣ をめざしてまいります。
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廉踵藁 計画推進の施策の柱

本計画では、基本理念を実現していくために、 6 つの施策の柱に
基づき施策

を進めます。 .

施策の柱

1.‐高齢者の健康を保持 ･増進し、 社会参加を
進めます

= . 介護保険サービスを適切に提供します
･

、

m . 高齢者の在宅生活を支援します

肘. 高齢者の権利を守るしくみを充実します

Vも 福祉サービスの質を高めていきます

W . 地域で支えあうしくみを充実します

I . 高齢者の健康を保持 ･増進し、 社会参加を進めます

高齢者の多くが、 健康に対する意識を高め、 関心Aを持つようになっ

てきています。 - 方、 地域活動へ参力=していない高齢者が多く、 さら

に、 要介護認定者において趣味や生きがいをもっていない人
は半数近

くに達しています。
高齢者の ｢健康寿命｣ を延ばすためゞ 健康の保持 増進のための事

業などを一層充実するとともに、 ｢健康あだち2 1 ｣ や ｢特定健康診査

等実施計画｣ に基づく区民運動を広げていきます。 また、 誰もが身近

なところで介護予防に取り組めるしくみを整備します。

高齢者の知識や経験を活かした地域活動や生涯学習、 スポーツ活動

などを支援し、 高齢者の趣味や生きがいづくり、 社会参加を促進して

いきます。



ロ. 介護保険サービスを適切に提供します

高齢者の多くは、 介護が必要となった場合、 主に介護サービスを利

用して、 住み慣れた自宅で暮らしたいと考えています。 介護保険サ
ー

ビスの利用状況は、 ｢訪問介護 (ホームヘルプサービス)｣ や ｢通所介

護 (デイサービス)｣ などが多く利用されていますが、 要介護度の相違

によって求めるサービスの内容は異なっており、 要支援 -要介護者の

一人ひとりの状態に対応した多様なサービスを提供していく必要があ

ります。

住み慣れた地域や家庭での自立した生活を支援するため、 介護保険

と高齢者福祉サービスの連携をはかりながら、 適切に介護保険サービ

スを提供していくとともに、 重度者をはじめとする要介護高齢者の在

宅生活を支援する 2 4 時間対応の定期巡回･随時対応サービスを導入し

ていきます。

また、 在宅での生活が困難な方のために、 特別養護老人ホーム等の

整備を進め、 在宅サービスと施設サービスのバランスのとれたサービ

ス環境を整えていきます。

m . 高齢者の在宅生活を支援します　

在宅生活を望んでいる高齢者が増え、 区に対して、 ｢家族等の介護者

に対する援助J を望む声が多くなっています。 住み慣れた地域や家庭

での自立した生活を支援するため、 医療と介護の連携、 介護保険と高

齢者福祉サービスの連携をはかります。それにより、在宅生活の維持 ･

継続をはかるとともに、 高齢者の介護をしながら暮らしている家族の

様々な負担を軽減するための支援を充実させていきます。

また、今後、認知症高齢者が増加していく中で･ 認知症予防の啓発、

早期発見や適切な介護サービスの提供に努めていきます。 さらに、 認

知症サポーターの養成を計画的に進め、 認知症高齢者が安心して暮ら

せ･る地域づくりを推進していきます。

‐ = -



IV . 高齢者の権利を守るしくみを充実します

これから高齢者になる区民が、 健康で安心して高齢期を迎えること

ができるよう、 老い支度の支援を進めます。

また、 認知症や瞳がいなどにより判断能力が不十分になった場合は、

自らサービスを選択し契約することが困難になります。 成年後見制度

支援事業や福祉サービス利用援助事業を効果的に連携させ、 意思能力

が不十分な認知症高齢者等を支援していくとともに、 高齢者の虐待や

消費者被害等八の対応も進めていきます。

V . 福祉サービスの質を高めていきます

サービス提供事業者が、 サービスの質を向上させ地域に定着するこ

とは重要です。 利用者が自分に適した、 質の高いサービスを選択でき

るよう情報を提供し、 かつ事業者のサービス改善を促進するため、 福

祉サービス事業者の第三者評価の受審を支援します。.また、 安定的な

介護サービスの供給を確保するため、 人材の確保と育成を支援します。

また、 誰もが安心して福祉サービスを利用できるように、 サービス

に対する不満等を気軽に相談できる窓口を設け、 苦情を適切かつ迅速

に処理していきます。
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VI. 地域で支えあうしくみを充実します

ひとり暮らし高齢者や高齢者のみ世帯が増加する中で、 高齢者への

虐待や地域から孤立した状態で高齢者が亡くなる事例などが社会問題

となっています。 さらに、 単身高齢者で、 困りごとや悩みごとの相談

相手がいない高齢者もいます。 このように地域のコミュニティ意識の

希薄化が指摘されるなかで民生委員、 町会 ･自治会、 地域活動組織と

連携し、 要支援高齢者の発見、 声かけ、 見守り等を行いながら地域で

支えるしくみづくりを構築していきます。

また、 地域包括ケアの推進役である ｢地域包括支援センター｣ を中

核として、 地域のボランティアや各種団体、 関係機関により構築され

た ｢足立あんしんネットワーク｣ を強化し、 高齢者が日常生活を安心

して過ごすために、 身近な地域で、お互いを支えあうしくみを充実し

ます。 また、 団塊世代や中年層の地域活動やボランティア ･ N P O 活

動等への参加を支援していきます。
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“ ““ - ‘ 〕“ “ 代 ]- “ -

鱗灘鬮施策の体系

本計画では、6 つの施策の柱のもと、T8 の施策群と 5 0 の
施策を体系化し、

基本理念の達成を目指します。

1 . 高齢者の健
康 を 保
特 ･ 増 進
し、社会参

加を進め
ます

ロ. 介護保険サ
一ビスを
適切1こ提
供します

m , 高齢者の在
宅生活を
｣支 援 しま

　

亀 生涯を通じた区民の健
康づくりを進めます

2 . 介護予防を進めます

3 . 高齢者の社会参加を進
めます r

1 . 介護保険
拡充します

2 . 介護保険サービスを供

給します

鑑 日常生活を支援します

(3) 涯
(4 ) 就労

(2) 介護保険サービスを供給します

(3) 特別養護老人ホーム入所を調整します

(1) 日常生活に必要なサービスを提供します
《 一 日牡在 します
してし

2‐高齢者向け住宅の確保滲ま炎韻 難琶翳れます
を進めます ~(3 ) 住宅改多 し

1) 総合的なまちづくりをします

3 , 高齢者対応型のまちづ
くりを進めます

4 , 認知症高齢者の支援を
進めます

します
5 , 介護者の支援を進めま
す

6 ,
ます<

メンタルハルスの維持を支援



執れず高齢期大の装備だく者し5支螢)≠を支援じます
≦新規ジ詫N , 高齢者の権

利を守る
しくみを
充実 しま
　

1 . 高齢者の権利を守るし
くみを充実します

之(省き悪質ね商法絶詐欺割こよる消費者被害の隣
店を進めます
け) 第三者評価を進めます

▲]‐ -

(2 ) 苦情などの解決をおこないます
. 一-- - -- - -- - - …-- ‐ - -- -
(3 ) 介護保険事業者等との協働を進めます′.･] ‘ ‘‐ “̂ -

(傷 人材の確保と育成を進めます

亀 福祉サービスの質の確
保と向上をめざします

V . 福祉サービ

スの質を
高めてい
きます 2 , 人材の確保と育成を進

めます
“)情報提供を進めます

(2)相談機能を高めます1 . 情報提供と相談の体制
を整えます

(3 ) 各種サービスをコーディネートします

“) 地域包括支援センターの機能を充実します

(2 ) 関係機関 ･団体との連携を強化します

れ) 区民の支えあい活動を充実していきます

2 . 地域の包括支援体制を
整えます

(2)を高齢者の見守り活動を推進じます褻切. 地域で支え

i あうしくあうしく
みを充実
します

3 . 地域の支えあい活動を

広めます
(4 ) 災害時要援護者の避難支援を充実していき
ます

(6)保健福祉教育を進めます

i H ) ボランティア ･ N P O を育成します 1

　 　
!(2 ) ボランティア ･ N P O 活動を支ま愛します l
　 　
L .--…‐-…-"…“.…'………【一--……-‐- -･ } W ･【嶬…“,.“-…-‐-→ “…{‐…、…-

4 , 幅広いボランティア

N P O 活動を支援しま
す ;
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※網掛けは重点課題の施策 ･※< 新規> は新規施策群及び新規施策
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護鐵礬園 施策‘における重点課題

区では、 以下の8 項目を施策の重点課題とします。

1 健康づくり ･介護予防の推進

高齢者の ｢健康寿命｣ を延ばすため、 健康の保持 ･増進のための事

業等を一層充実するとともに、 ｢健康あたち2す (行動計画)｣ に基づ

く区民運動を広げていきます。 また、 虚弱な高齢者や要介護認定で要

支援年 2 と判定された方に対する介護予防プランを充実させます。

2 認知症高齢者に対応した支援

認知症高齢者と家族が、住み慣れた地域で安心して暮らせるよう相

談 ･支援体制を整えていきます。

3 高齢者の見守りネットワークの推進
　 　 　 　

高齢者が安心して地域で生活ができるよう、 あんしん協力員、専門

相談協力員、 あんしん協力機関の連携による高齢者見守り体制の強化

をはかり、 高齢者への見守り活動を推進していきます。

4 施設整備の推進

在宅介護では生活の継続が困難な人に対応するために、 施設整備計

画を着実に進め、 施設サヤビスを拡充していきます。

5 高齢者への 24時間在宅サービスの充実

単身 ･重度の要介護者も、‘安心して生活が営めるよう、 これらの高

齢者に対応した 2 4 時間対応のサービスを展開していきます。

6 医療と介護の連携

高齢者が地域で自立した生活を営めるよう、医療と介護の連携を強

化し、 要介護者等への包括的な支援を推進していきます。
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7 権利擁護の仕組みの充実

認知症や瞳がいなどにより判断能力が不十分になった場合は、 自ら

サービスを選択し契約することが困難です。 成年後見支援事業や福祉

サービス利用援助事業を効果的に連携させ、 意思能力が不十分な認知

症高齢者等を支援していきます。 また、 高齢者の虐待や消費者被害等

への対応も進めていきます。

8 老い支度への支援

今後、 高齢者になる区民に対し、 高齢期への準備を支援し、 安心し

て高齢期を迎えることができるよう、 老い支度の支援を進めていきま

す。 -
･･
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第4章 高齢者保健福祉計画

釀讓獲騨珍高齢者の健康を無春増進し、社会参加を進めます

高齢者の多くが、健康に対する意識を高め、関心を持つようになって
きてい

ます。一方、地域活動へ参加していない高齢者
が多く、さらに、要介護認定者

において趣味や生きがいをもっていない人は半数近くに達しています。

高齢者の ｢健康寿命｣ を延ばすため、健康の保持 ･増進のための事業などを

一層充実するとともに、 ｢健康あだち2 1 ｣ や ｢特定健康診査等実施計画｣ に

基づく区民運動を広げていきます。また、誰もが身近なところで介護予防に取

り組めるしくみを整備します。

高齢者の知識や経験を活かした地域活動や生涯学習、スポーツ活動などを支

援し、 高齢者の趣味や生きがいづくり、社会参加を促進してい
きます。

≧競叢敷き
-"--]-

4

幸遡襲寡※
僅9

I

覊
者

震
鷲
蝉
し

婆
滲

雑
め

す

1 生涯
を通じ
た区民
の健康
づくり
を進め
ます ･

(2 )生活習慣病を予防できるしくみをつくり
ます ※重点課題

乍6 2 0 ~ 2 2

(3 ) 保健 ･医療情報を整備 ･提供します
※重点課題

3 2 3

2 介護
予防を
進めま
す

( 1 )二次予防対象者の介護予防を支援します 3 . 2 4

(2 ) 一般高齢者の介護予防 ･地域リハビリを

支援します ※重点課題
(3 )認知症予防や早期の相談体制を整えます

※暈占馨里顕

1 5

3

2 5 ~ 2 7

2 8

3 高齢
者の社

、
会参加
を進め
ます

( 1 ) 社会活動への参加を支援します 2 2 9

(2 ) 生涯学習を進めます 5 3 0

(3 ) 生涯スポーツ活動を進めます 5 3 1 ~ 3 2

(4 ) 就労を支援します 4 3 3

< 新規>は新規施策 ※重点課題は重点課題施策
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I ー 1 生涯を通じた区民の健康づくりを進めます

= ) 区民自らが健康づくりをできるしくみをつくります

区では、 寿命の長さのみなら穿、 健康で過ごす ｢健康寿命｣ を延
ばして

いくことを目標に、｢まちが応援、主役はわたし｣ をスローガンに地域での

健康づくり運動を継続してきました。 望ましい生活習慣を身につけ、楽し

く生活することをもハがけることで生活習慣病を予防することは、 早世の減

少や認知症の発症、ねたきりの予防に効果があります。

｢区民が健康で明るく元気に生活できる社会｣ の実現のため、健康あだ

ち 2乍運動の評価を踏まえ、足立区の健康づくりを区民自らが自主的に行

う区民運動として、継続的 総合的に推進するとともに、 地域における自

主的な健康づくり活動を支援します。

響き難事業奮い詳報“瀞別家≦芸
き2&鎌廣接写開鑿計画目標きき

kきく26年動き生‘
導き担当課もまヲ$◆

遥事業･き
:遜雪≦

4r
健康あだち 2つ 運
動の定着

区民

区民、 事業者等と
区の協働により、
｢健康あたち 2 1 ｣
を地域に岸髻させ
ます。

定着 定着
健康づくり
課 ･保健総
合センター

2
健康づくり推進員
の育成 ･支援

区民

地減健康づくり活
動を支援するた
め、 健康づくり推
進員を育成 ･支援
します。

健康づくり
推進員
3 2 7 人

健康づくり
推進員
3 4 0 人

健康づくり
課 ･保健総
合センター

3
自主グループの育
成 ･支援

区民

せ呈;‘′』ノー･中立マー
h▲【｣

3 4 0
グループ

3 5 0
グループ

健康づくり
課 ･保健総
合センター

づくりについて目
主的に活動する区
民のグループを育
成 ･支援する。

4
地城保健福祉推進
協議会の運営

-
.
-

l

区民代表や学識経
験者により区の保
健衛生、 福祉行政
に関する課題を協
議する会議を開催
します。

実施 実施

福祉管理
課 ･介護保
膜課 ･子と
も家庭課 ･
衛生管理課

‐ 19 -



ぞIに蜻精1三朝生涯を通じだ区民の健康醜くし霧を進め藻事壺きき
は記事にて競ら『群舞盲点与野報時ラ開講転ば究も吏三瀦二塁再妻

(2 ) 生活習慣病を予防できるしくみをつくります
‐… … -- -- -:… …“-‐ ‐--tt. - -- - 準 一--- ‐ - - - - … ; - - “ -

生活習慣病は、喫煙 ･飲酒 ･食生活などの長い期間の生活習慣に起因す

るものが多く、その改善によることで予防が可能です。さらに生活習慣病

から要支援 ･要介護認定者になることも多くなっており、予防がより重要

となっています。そのため、若年期から区民一人ひとりが生活習慣病に対

する正しい知識を持ち、自らの責任で健康を管理していくことが大切です。

区民の健康意識を高め、疾病を未然に防ぐ ｢一次予防｣ を重視するとと

もに、疾病があっても日常生活を元気に過ごすための取り組みを進めてい

きます。

特定健診 ･後期高齢者医療健診を初めとした検診などの受診率の向上を

はかるとともに、 結果に基づく予防などの支援を推進していきます。

保に関する法律に
基づき、メタポリッ

雨酬‐“葦 4 Q 岬
盤深尾葬儀 な一 際翁蕊選ぶ母嬢

康づくり
特定健康言鑓特定鐙船 逡馳融慈愛箋腿淺教 脇憲操 鞍健康保F…1 懸賞認鞭則 掟 ‘験課
保健指導

l入者

ルに合わせた特定
保健指導を行いま

7 5 歳以
上 (6 5

　　　　　　　　　康診査

度加入
者

G 法)検査とピロリ ー 4 2 50 人(24

3 :ピ□-鱗 素鶴輻湊籤灘機“褒濃度選顎蓬
検診の試行は平成 i l fこついて検

‐ 20 -



¥℃事業,へま
番号,
ぬきき芸事楽観繋ぎ 灘立託包も~んゞを 鸚鵡跳ぶ寵さ鬘議さ琢̂#ジ担当課きせ

4 大腸がん検診

ピロ リ
検診 と
同時実
髄は3 5
歳以上、
区内指
定医療
機 関 で
実施は
4 0 歳以
上の 区
民

ビロリ検診と同時
実施または区内指
定医療機関で実施
する大腸がん検診
において硬潜血反
応検査を行いま
す。

受診者数 l受診者数
俗,飾り人 l20 ,O G 3 人

l
l

健康づくり
課 ･保健総
合センター

5 乳がん検診
4 0 歳以
上の女
性区民

マンモグラフィ
(乳房X線撮影)
と視触診を併用し
た検診を区内指定
医療機関で行いま
す。

“

受診者数
9 ,3〔ゆ 人

受診者数
乍0 2 60 人

健康づくり
課

6 J 凸奴がん
検診

2 0 歳以
上の女
性区民

による検診を区内
指定医療機関で行
います。

受8
ず9
診者数
し○○○人

受診者数
20 2 5 0 人

健康づくり
課

7 肺がん検診
4 0 歳以
上の 区
民

胸部X線検査と唯
痰検査を各保健総
合センターで行い
ます。

受
3 ,-

勿者数
)0 0 人

受診者数
3 ,0 0 0 人

健康づくり
課 ･保健総
合センター

健康づくり
課8

前立腺がん
検診

6 0 ~
6 4 歳の
男性 区
民

P S A 検査による
検診を区内指定医
療機関で行いま
す。

受診者数
2 0 0 人

受診者数
2 5 0 人

9 .
上乗せ項目
健診

4 0 歳
以上

特定健診 ･後期高
齢者医療健診時
に、 ｢胸部 X 線検
査、 腎機能検査｣
を任意で行いま
す。

受診者数
l0 9,乍00 人

受診者数
す3 4,0 00 人

健康づくり
課

10 健康増進健診

4 0 歳以
上の特
定健康
診査 ･後
期高齢
者医療
健康診
査非該
当者

特定健診 ･後期高
齢者医療健診の刺
象とならない生活
保護受給中の方な
どれ約に饉珍と同
等の健診を行いま
す。

受診者数 !受診者数
6 2 0 人 ! 7 0 0 人

･ ;
!

健康づくり
課

1 1 歯周病健診
4 0 ~
8 0 歳の
区民

歯周病を中!ふとし
受診者数 受診者数
3 ,1〔め 人 l3 ,すくめ 人 .

健康づくり
課医療機関で行いま

す。

I
.‘'--{



lについて相談でき l 健康づくり
篭十紐“ 己0 る窓口として、 專 実施回数 l実施回数 老里 . 厘 飽“容鰹康相談 胚氏 円職による相談や 1 1 1 回 = 竹回 礬や紛々腱三咽

必要な検査を実施 ･ I D ヒノン

生活習慣病予防の .
予防のための栄養 瞑鱒潔

　　　　僅3 年代別栄養改善の
i
区民 改善を乳幼児が 実施回数 l実施回数

推進
ら高齢者にいたる 16 o 回 h B O 回
まで、 ライフステ
ージに応じて推進
していきます。

高齢者イソフ施工 原則6 5 ンザワクチン予防 4舷塞巾 』立"壬均: " 讐、善行三も三面
‐ 喜ぶV-中 .土建蕪容姿塹甘ス許

す安優
･
準 中安↑礬竿 i保健喝防諜

ノンソソブノレ凱 慶三の[
｣ 努催髯窪養子紮" 4 6 % l5 0 % -…*“ " …

の区民 話し、 接種費用の一 l接種 ･

による肺炎を予防

l醗酵総總16琴虜潴瀞楊雲霧躯桑麓娑妙発黙露ぞ
,る妙 齢 , ,

に、 接種費用の - - 袋 l
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I ー 1 ‐生涯を通じた区民の健康づくりを進めます蝉 "
‘‐‐- なぞ:★ ＼ " き 窄む- -ふ きすさぶ討ふさ

ぐ可を片時--
なべふま,きみ《貞三ふたら;まぜ

(3 ) 保健 ･医療情報を整備 ･提供します

ますます多様化、個別化する区民の保健･医療ニーズに応えるためには、

地域の保健 ･医療情報を的確に提供するしくみが必要です。 そのため、 保

健衛生システム等による健康管理や生活環境に関する情報の分析を行いま

す。 また、国や都からの情報及びインターネットを利用して保健衛生情報

の収集 ･分析を行い、 これらの情報を区民の健康づくりのために積極的に

提供していきます。

･鸚鵡事業者ミ鬱さ選べ炙ぜ要望:"報ぜ聟事業内容がくれぬき鼈ゞ繁多鱗惑うが"し説き見込残響導き
′報酬園目標;辞さ〔
てきそば鉛拜鞘さもしさきき担当課さ

･1

′

2

保健衛生に関する
情報の収集 ･提供

区民

国 ･東京都をはじ
めとした、 各種保
健 ･医療機関との
連携により最新滝
報の収集を行い、
得られた情報 ･知
識 ･経験などを地
域活動や区民への
情報提供素材とし
く7Bヲ" C 巴ひ 9 。

随時 随時

実施

衛 生 管 理
課 ･足立保
健所

衛生試験
所 ･衛生管
理課 、

地域健康状況解析 区民

保健衛生システ
ム ･厚生労働U 饌
総合情報システム
等を活用し、 健康
管理情報の提供や
各種衛生統計資料
の作成を行いま
す。

実施

3 医療安全相談 区民

区民からの、 区内
の医療関係施設や
薬局等に関する苦
情や相談を受けて
います。

亀〇〇〇l牛 篤1α)件 生活衛生課

‐ 23 ‐



介護予防を進めます

(1 ) 三次予防対象者の介護予防を支援します

日常生活動作 (A D L ) は比較的良好で外出が可能であるにもかかわら

穿、 身体が虚弱であるなどの理由から行動
が消極的になり、 閉じこもりに

なる方が少なくありません。 その結果、 さらに足腰が弱くなるなど介護が

必要な状態に陥りやすい状況になってしまいます。

このような悪循環にならないよう、 介護予防事業の利用が望ましい方に

対して、 身近な施設で気軽に参加できる運動機能向上、栄養 ･□腔機
能向

上、認知症予防など総合的な内容の介護予防教室 (らくらく
教室)を行い、

健康増進と介護予防をはかります。

者に地域包括支援
『 - 爵一 " } “ー lセンターが (必要介護予防二次予防 二次学 に請爵、人認豆砧
堂 "船睾講古澤車 軸臍事 業 l』慰しノ川浪ア望 q n n 人汞 、魁上勢X 放テ I砦ハデ~

大 プランを立て、 運
) ) ) ^

!対象-筥 一. - - 『 ≦ ‐業) . -動など各種介護多
防事業の参加を支
します。

す,α)0 人
高齢サービ
ス課

自主グループの育 一般
成支援 高齢者

参加数
健康づくり

85グル-ブ 馨渉夕
健遂釜

鐇麗筆籔よる訪区民

相談に刺応し、 必
･要に応じて保健師
が家庭訪問を行い
ます。 また、 関係 っ^ ^ 主
機関と連携をはか
ることにより、 効

果的な相談、 支援
体制を構築しま

4 0 0 人
保健総合セ
ン夕一

‐ 24 -



I 【 2′介護予防を進めます "

(2 ) 一般高齢者の介護予防 ･地域リハビリを支援します

高齢者が健康で生きがいを持って毎日を過ごせるよう、 健康づくりや介

護予防事業を積極的に推進するとともに、 地域における生きがいづくりや

社会参加を支援します。 また、 身近な施設に定期的に集まり活動する場を

提供することで、高齢期の健康増進･閉じこもり予防を支援していきます。

さらに、 自主的活動の支援や交流会の開催などにより、 グループ同士の交

流や学習を行い、ねたきりや認知症にしない地域づくりを進めていきます。

秀三;事業名簿を :裁け象竜一℃

イー
一般
高齢者

転倒予防に関する
正しい知識と転倒
予防体操を地域に
普及するためのリ
ーダー育成を行い
ます。

実施回数
5 7 回
参加者数
篤80 0 人

実施回数
6 0 回
参加者数
Z O OO 人

三三一 .【箋平腕講

習会 -

2
自主グループの育
威

一般
高齢者

社会参加促進のた
めの高齢者の自主
的な健康づくりグ
ループを育成しま
す。

参加数
8 0 グループ

参加数
8 5 グループ

健康づくり
課 ･保健総
合センター

3 高齢者健康講座 区民

高齢者の健康づく
りについての総合 実施回数

1 0 回
参加者数
3 8 0 人

実施回数
也5 回
参加者数
4 6 0 人

健康づくり
課 ･保健総
合センターし、 知識の普及や

リーダーの育成を
はかります。

4
高齢者歯科健康講
座

一般
高齢者

n 粋機能を維持 ･
向上し、 健康寿命
延伸につなげるた
めに、 地域や保健
総合センターでv
講話 ･体験学習 ･
歯科相談を実施し
ます。

実施回数
14 回
参加者数
2 7 4 人

実施回数
14 回
参加者数
3 5 0 人

健康づくり
課 ･保健総
合センター

5
高齢者栄養健康数
室

一般
高齢者

高齢者が元気な生
活を維持するため
に、 低栄養予防と

実施回数
10 回
参加者数
2 5 0 人

実施回数
す0 回
参加者数
2 5 0 人

健康づくり
課 ･保健総
合センター

会を実施します

6
高齢者健康大学の
開催

一般
高齢者

グループ回土の交
流や学習により、
リーダー育成支援
や、 ねたきり ･認
知症にしない地域
づくりを行いま
す。

実施回数
す4 回
参 加 者 数
5 0 0 人

実施回数
1 6 回
参 加 者 数
6 0 0 人

健康づくり
課 ･保健総
合センター
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に定期
的に集まり‘高齢

覆翳皺んテ-謙譲彌嘉難隷癈臥我掘羸鬘攣
ための支援を行い
ます。

歳以上の高齢者に

　 　　　　　　　　　　 　　　 　　　　 　　事業) !“者 こ で入浴できる ｢ゆ l

~ ゆ ~ 湯入浴証｣

地域ミニデイサー l
ミニデイサービ

ビス〔ふれあい湖 虚弱高 を樫槌 家名 “口獅 も“同 高齢サゼ
湯う) 事業 齢者 潴奨綿そで芥 ~搬 ｢

) T 已 ス課

< 地域支援事業> ! 護予防と閥じこも

9

介護予防の繊 づ
l翹サ-ビす0 麓毬霞雌鰺 高齢者 滋窪難ら拶 725回 6 0 0 回

一が介護予防教室

一次予防事業 者に難じ、 運動機

(通所型 らくら !盲船井 能向上や閉じこも っっ㈲ Q Q 祠 高齢サービ

< 教室) !向戲B り予防を目的にし こ乙巴 ) U 巴 ス課

く地域支援事業> l た教室を開催しま

者を対象に、 公園1騨 撤 回襲 爵すま一 糖-ビ

… “““い。“ 認養解熱篝離し,臥電御“薄貿
呈します。
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ノー帳滞れ≧介護鞏防を進めま拂号さ'ま

く3 ) 認知症予防や早期の相談体制を整えます.

高齢者人□の増加に伴い、 認知症および認知症の介護に関わる問題がま

すます切実になってきています。

しかし、 認知症の知識が不十分だったり、 不安を抱えながらも対応方法

がわから穿放置することで、
、深刻化してしまうことも少なくありません。

このため、 認知症を正しく理解し、 適切な対応を学べる学習体制や、身

近な相談業務を充実させていきます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　く地域支援事業〉
本人や家族の負担

が心配な高齢者や
認 知 症 ご家族に対し、 足

地域包括支援セン 高 齢 立区医師会もの忘
夕一もの忘れ相談 者 ･介護 れ相談医による早 d ^ ^ ㈲ イ^ ^ 同 高齢サービ

家族 ･介 期発見 .早期治療 I U Y 巴 I v v 凹
事業

-ス課

G也減支援事業〉 護間係 への適切な相談 ･
者等 指導を行い、 本人

や家族の不安を軽

‐ 28 -



I ー 3 高齢者の社会参加を進めます

( 1 ).社会活動への参加を支援します

単身高齢者や高齢者のみ世帯が増加する中、 高齢者の社会参加の機会を

広げ、 活動を支援することで、 高齢者の孤立防止と生きがいや健康づくり

活動を通しての地域の活性化や絆づくりをはかります。

老人クラブの支援や、住区センター (悠々館) などでの交流会、 行事な

どを充実していきます。

ず総クラブ 薙サて老人 の社会活動の担い ィR Q 力『了
クラブ 手となるよう支援

I U U ノノノ

. します。
高齢者が憩える場

1
“老人クラブ指導助
成事業

を提供し、 住区セ
ン夕一 (悠々館)

住 区 セ ン タ ー
2 (悠々館) 等の運
営

6 0 歳 酷除算蟻髪 4‐0 9 回 / 人以上
4 .5 回 / 人 住区推進謀

りの年間利用回数
を増やしていきま
す。

‐ 29 -



Iき 3テ高齢者の社会参加を進めま虎うど

く2 ) 生涯学習を進めます

高齢者の多様な学習ニーズに応えるため、 生涯学習センターや地域学習

センター、 N P O 法人などの団体、 サークルと連携して、 ライフステージ

に沿った幅広い学習機会と活動の場を提供していきます。

また、個人の学びの成果を社会に活かすことのできる、 ｢学びの循環｣ を

重点課題と位置づけ、 地域社会への参加の場の提供をほかっていきます。

学びを起点とした多世代間の交流や地域社会への参加をはかることで、 地

域の絆づくりにつながる生涯学習を推進していきます。

ツ

活用し、 学習機会
や指導者情報、 サ

l 一クルに関する情

1 鷲 翼機会の;区民 拶& 鬘 副 2の滌 15①寿鰍圭或文化課
応しています。 ま
た高齢者が利用し
やすい学習機会を

学び応援隊饌 ,区民 離讓派遣穰 65件 8 5 件 地鰄文化課2

区民をxi に、 区
民講師を中心とし

穣 顯業
民大学園区民 務鑓難奈野也6事業 す8 事業 地域文化課

ティアが企画運営
3

する協働型学習室

分野の地域活動を

　　　　 　　　　　 　　 　　
場、 機会の提供等

4

の支援を行いま
す。

で活動している登
地域学習センター 録団体が高齢者施 ー “
登録団体による出 せ□ 設等で講座 ･発表 にに祠 フ^ ㈲ 転出摘む′し諄
張講座 ･発表支援 こ袋 を行うことで、 日

1 %

事業 l 頃の学びの成果を ‐

5

地域に還元 しま
す。
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Iず3二高齢者の社会参加を進めますし

く3 ) 生涯スポーツ活動を進めます
　

　

高齢期は、 生活体力の維持 ･向上や健康寿命の延伸を目的とし、 転倒防

止やねたきり予防の事業、 スポーツの競技性を安全に楽しむことが大切で

す。
･

運動 ･スポーツにこだわることなく、 基本的に仲間との6、れあい ･交流

を中心に普段着で毎日できる軽度の身体活動の定着化をはかっていきます。

そのために、スポーツ施設に限ら穿、身近な公園や広場に指導員を配置し、

気軽にできる運動の機会提供事業を推進します。 さらに、 心身のメディカ

ルチェックや適切な運動プログラム処方などの方策について関連機関と連

携体制を構築し、 安全で効果的な運動 ･スポーツ活動ができる条件整備を

はかり運動実践者の増加をめざします。

事業 ぬき文訂象ふき選ぶ“等鑿藤森弱さ
さき餐蛙聴ききき‘
}諾さ見込弱三等

さきざき話幽目操淺“
孝ゞ惚6年動鱒を“理学聴きキき番号ら

T
高齢者の健康体力
づくり活動の機会
提供事業

区民

高齢者を冠象とし
た ｢パークで筋ト
し｣ ｢ウオーキング
教室｣ 等を開催す
るとともに高齢者
サークル育成にも
努め、 自主的活動
の環境づくりによ
る運動 ･スポーツ
の日常化を促進し
ます。 ,

6 ,5 0 0 人 1 3 0 0 0 人
スポーツ振
興課

2
地域団体活動支援
事業

区民

区民一人ひとり
の、 生涯にわたる
豊かなスポーツラ
イフの実現をめさ
し、 健康づくり啓
発イベントの開
催、 地域スポーツ
行事への助成等を
行います。

3 6 ,2 6 4 人 4 0 .o o o 人
スポーツ振
興課

3
学校施設の地鰄開
故事業

区民

開放し、 生涯スポ
ーツ、 文化活動の
日常化、 青少年の
健全育成、 地域コ
ミコニティを推進
します。

も50 9,500人 1,67 Q OO O人
スポーツ娠
興課



域活動のコーティ
ネーターとして、

4 蒙る錨灘区民 1飜壤雙聴許人 戸人 , 麓
-ツ振

鏡づくりを目的と
した活動を支援し
ます。

5 臟 嚢こよる〉川区民 -調な錘 潔釈 骸,oの人影40の桂 鷲
-ツ振入 門 2 4 ,O

　

- -
一
- - 十一--
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Iー3‐高齢者の社会参加を進めます

(4 ) 就労を支援します

急速な高齢化が進むなかで、 高齢者自身が社会の担い手として活躍し、

生きがいのある生活を送ることが求められています。

高齢者の多様な働き方を支援するため、就労相談や情報提供の充実をは

かっていきます。 高齢者の自発的な就労を促進するために、 (公社)足立区

シルバー人材センターへの支援、 .中 ･高齢者による起業支援なども進めて ･

いきます。 さらに、 経済活性化推進協議会のなかで、ハローワークをはじ

めとする、 国 ･都等の関係機関や区内企業 ･団体などとの連携を強化し、

情報交換等を行っていきます。

事業ゑ条
ふき番号
!“暑さ“事業名望ぶ然"らな対禦ぎ忌ミ鱗実施窓察さ好望箋

輝度超さ;ゞさき博目標ゞぼく;
きき塩見込狄害さきく26輝度対当こ

べ薹
シルバー人材セン
夕一助成事務

6 0 歳
以上

シルバー人材セン
夕一を支援し、 高
齢者就労機会の拡
允をはかつていき
ます。

登録者数
3,900 人

登録者数
4900 0 人

就労支援課

2
就労相談室の就労
相談

区民

来示芸{前ヒンター
8 階の就労相談室
では、 内職、 シル
バー人材センター
の会員登録受付
等、 雇用 ･生活総
合相談を行ってい
ます。

延べ相談件数
2,0 00 件

延べ相談件数
2 2〔X)件 就労支援課

3 起業家育成事業
起業を
志す方

起案を志す方を難
象とした連続セミ
ナーを開催 しま
す。

4 0 歳以上の
受講者数
3 0 人

4 0 歳以上の
受講者教
3 5 人

中小企業支
援課

4
授産場〉!呂壮蛙も

高齢者、
生 計 園
難者

高齢者及び生計が
困難な方に、 設備
と仕事を提供しま
す。

3 5 人 3 7 人
高齢サービ
ス課事業
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壤淺讓鑿鬘 介護保険サービスを通切に提供しまず

高齢者の多くは、 介護が必要となった場合、 主に介護サービスを利用して、

自宅で暮らしたいと考えています。介護保険サービスの利用状況は、 ｢訪問介

護 (ホームヘルプサービス)｣ や ｢通所介護 (デイサービス)｣ などが多く利用

されていますが、要介護度の相違によって求めるサービスの内容は異なつてお

り、要支援 ･要介護者の一人ひとりの状態に対応した多様なサー
ビスを提供し

ていく必要があります。

住み慣れた地域や家庭での自立した生活を支援するため、介護保険と高齢者

福祉サービスの連携をはかりながら、適切に介護保険サービスを提供していく

とともに、重度者をはじめとする要介護高齢者の在宅生活を支援する 2 4 時間

対応の定期巡回 =適時対応サービスを導入していきます。

また、在宅での生活が困難な方のために、特別養護老人ホーム等の整備を進

め、在宅サービスと施設サービスのバランスのとれたサービス環境を整えてい

きます。 .

II

す介
蚕毬

鯵
･ビ

糞
翁舞
悠
ま

す 介護
保険施
設の塾
億を拡
充しま
す

(僅) 入所 ･宿乱浮 戈? 整えます
※重点課題

3 3 5

(2 ) 地域密着型サービス施設を整えます 3 3 6

2 介護
保険サ
一ビス
を供給
します

(す) 2 4 時間対応の定期巡回 ･随時対応サー
ビスを進めます <新規> ※重点課題

1 3 6

(2 ) 介護保険サービスを供給します !
; 一 3 7

(3 ) 特別養護老人ホーム入所を調整します 1 3 7

<新規>は新規施策 ※重点課題は重点課題施策
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ロー 1 介護保険施設の整備を拡充します

(1 ) 入所施設を整えます

今後の要介護高齢者の増加を見込み、 特別養護老人ホームや介護老人保

健施設といった大規模施設の整備を計画的に進め、 入所待機者の解消をは

かります。

特別養護老人ホーム建設の際には、 ショートステイ用のベッドを設け、

在宅での介護負担軽減をはかります。

また、 区で保有する介護保険事業者支援施設については、 入所者等
が安

全に利用できるよう、 老朽化等に伴う施設修繕を行っていきます。

なお、 特定施設入所者生活介護については、 整備数が区内の利用者数に

達しているため、 区内全域で新規整備は見込みません。

事業¥
、番号に
ざきき総事業名きざ蒸留 /対象診約ち火薄幸事業肉総驚き

べき23輝度詩‐
総轄見込訝そうきざ総数炎6ご年齢参事もきき÷担当課ご諺'

･イー
特別養護老人ホー
ムの整備

常時介
護が必
要な高
齢者

入所待機者解消の
ため特別養護老人
ホームの整備を支
撰します。
また、 整備する社
会福祉法人に冠し
施設整備費の補助
を行います。

隻7 3 9 人 2 ,7 3 9 人
高齢サービ
ス課

2
老人保健施設の整
備

介護が
必要な
高齢者

家癖復帰を円滑に
進めるために、 リ
ハビリテーション
を重視した施設整
備を支援します。

1 19 3 人 低7 17 人
高齢サービ
ス課

3
‐̂- ‘‐ ‘

特別養
護老人
ホ ー ム
4 カ所
在宅サ
一 ビス
セ ンタ
‐ 7 ヵ
所

旧公設で、 区が保
有する建物につい
て、 老朽化等によ
る修繕を計画的に
行います。

実施 実施
高齢サービ
ス課

′脳ヱ,.〃、亭 太 巳文

腰施設の管理
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‐並ニ愕環≧介護保険施設の整備を擁蜜豆蓋室≦三き
7てに信二すこし‐-‐

-÷-サギ病ドロ
--二半“上玉ら÷テーしきこす./三把

--テニ
ーモーマギニ

(2 ) 地域密着型サービス施設を整えます
- - -- --…“ - --“--- ---- -. - - …‘‐- -- --…--- - --…- - --… - --- -- --‐‐-.---- - -▲一.--一- -

認知症高齢者が増加している中で、 今後、 認知症の進行を防ぐには、 地

域に密着した家庭的な雰囲気の中で生活していくことが望まれるため、 引

き続き地域密着型サービス施設の整備を進めます。

認知症の方々
心に、 ｢通い｣ を中

, 窯寵鱗鱒,蚕容疑蟷縦装う魂袖0カ所 .“ヵ所 介護保険課

備事業
l高齢者 み合わせた地域に

密着した施設を整
していきます。

認知症高齢者グル 2 以上 譲として、 生活圏
. 介護保険課-ブネムの整門讓讓 艶ぞ皺獲

3乍ヵ所 3 4 カ所

事業
翌

者 いきます。

　　　　　　　　　 　　　 　 　 　　

肛ー2 介護保険サービスを供給します

( 1 ) 2 4時間対応の定期巡回 ･随時対応サービスを進めます く新規>

一人暮らし高齢者の増加や、 高齢者が高齢者を介護する者々介護が増え

ている中で、 要介護状態となった場合fこおいても、 安心して在
宅生活を営

めるよう、 定期的な巡回訪問だけではなく、 緊急時に随時
訪問する 2 4 時

間対応のサービスの整備を進めます。

日中 ･夜間 通じ

て、 訪問介護と訪
問看護が密接に連

座齪巡團人蝮堕製 要介護 離しながら、短B詞 R h所 合蕁轉4鱒 鯉
胆型肋同罪濃叡異! 高齢者 閏の定期巡回型訓

) ~ 隙 ハU * Ĥ U↑

の整備 . 間と随時の対応を
行うサービスを整
莅していきます。
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虹一2者.介護保険サ
ニビスを供給します三ハ.

(2 ) 介護保険サービスを供給します

要支援、 要介護者の一人ひとりが、 その有する能力に応じて、
住み慣れ

た地域で自立した日常生活が営めるように、 必要な介護サービスを提供し

ます。

介護サービスについては、 第 5 章 介護保険事業計画 (7 9頁以下) を

ご覧ください。

顎一2言介護保険サ÷ビスを供給します開

く3 ) 特別養護老人ホーム入所を調整します

足立区では特別養護老人ホーム入所検討委員会を設置し、 都内の共通ル

ールである ｢特別養護老人ホーム入所に関する東京都ガイドライン｣ に基

づき、 事業者と協議し ｢足立区特別養護老人ホーム入所調整運
営要綱｣ を

定め、 公平かつ適切な入所ができるよう調整 ･支援をしてい
ます。

特別養護老人ホー 護老人 ム入居申込者につ
1 ム入所検討委員会 ホ ーム いて、 入所の優先 5 回

の運営 入所申 順位を決定しま
5 回 鬱舞-
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轢き嚢讓 高齢者の在宅生活を支援します

在宅生活を望んでいる高齢者が増え、 区に対して、 ｢家族等の介護者に対す

る援助｣ を望む声が多くなっています。住み慣れた地域や家庭での自立した生

活を支援するため、医療と介護の連携、介護保険と高齢者福祉サービスの連携

をはかります。それにより、在宅生活の維持 ･継続をはかるとともに、高
齢者

の介護をしながら暮らしている家族の様々な負担を軽減するための支援を充

実させていきます。

また、今後、認知症高齢者が増加していく中で、認知症予防の
啓発、早期発

見や適切な介護サービスの提供に努めていきます。さらに、認知症サポーター

の養成を計画的に進め、認知症高齢者が安心して暮らせる地域づくりを推進し

ていきます。

遼語蛔嫌壁篝
乍 日常生
活を支援
します

翻講鸚蜑溝莉蘂菱癸驚き韓薹聽襲暹鉾離さ罐經巍秘麓緘鮨讓淺藪
れ )日常生瀬こ必要なサービスを提供します l 1 6 3 9 ~ 4乍

型
覊
者

箋‐

錘
を

艘
し

す

(2 ) 民間事業者等のサービス提供を支援します 4 4 2

(3 )買物困難者を支援していきます< 新規>
イー･ 4 3

2 高齢者
向け住宅
の確保を
進めます

(1 ) 公共住宅を整備します 6 4 3 ~ 4 4

( 2 ) : 員質住宅を提供します 3 4 5

(3 ) 住宅改修を支援します 3 4 6

3 高齢者
対応型の
まちづく
りを進め
ます

〔乍) 総合的なまちづくりをします 2 4 7

築物を整えます 2 4 8

(3 ) 生活環境を整えます 3 4 9

(4 ) 公共交通機関を整えます 4 5 0

4 認知症
高齢者の

、支援を進

くず)認知症に対す 1 5 1

(2 )護封 島髻“秘し刈り也廣搭と介護の連携 2 6 1 ~ 6 2

5 介護者
の支援を
進めます

G ) 家族会等の活動を支援します 5 6 3

(2 )介護者のメンタルヘルスの維持を支援し

ます
3 5 4

6 高齢者
の医療と
介護の運
携を進め
ます
<新規>

( 1 )在宅療養に関する医療と介護関係者の連

携を図ります < 新規> ※重点課題
す 5 5介護の運 ( 1 )在宅療養に関する医療と介護関係者の連 す 5 5

携を進め 携を図ります < 新規> ※重点課題

ます ･ i
<新規> !

<新規>は新規施策 ※重点課題は重点課題施策 ,
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m - 1 日常生活を支援します

(1 ) 日常生活に必要なサービスを提供します

区では、 介護保険サービス以外でも高齢者の
日常生活を支援し、 いつま

でも住み慣れた環境で暮らし続けられるよう、 シルバーカーなどの日常生

活用具の支給や住宅改修、 紙おむつの支給、 ねたきり高齢者の
寝具乾燥消

毒などのサービスを提供します。

また、 高齢者が安心した生活を送るための
支援の一つとして救急医療情

報キットの普及に努めます。

　 　　　　　　 　　　
等 付します l

　　　　　　　 　　
　　 　　

険認定 下が認められる方
高齢サービ

笠醍籟藁陷熊霧 6 0 件 8 0 件
ス課

の 高 齢 備費の一部を助成

者 します。 ‐ " "

高齢者日常生活用
具給付事業

高齢者住宅改修給
付(予防給付)

2

袋露獲彦礬 22寺6of欖貿
者 、

高齢者住宅改修絵
付く設備改修)3

会議捧 ー
で｢要介 ねたきり高齢者等

　　　　　　　　　　　　　　

菱ぞ慈群 1237人工登戸三潴讓

4 議嚢寝具乾燥消

紙おむつの支給事
5 業
G硼或支援事業含む>
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6 U絲目羊聯弾繊 麗鬱壌釀 や人
3 5の人 類 / 〕ト支給事業

野寺者

患があ
り日 常

高齢者
のみ 世

親族が
いな い

　　　　　　　
l護 3 .
4 ･ 5 ｣

の低所

介護保

控百礬美容韮菱評 麓 麗人 l愛 せビ2 5 0 人
;

行動のある高齢者

すo癈彎騨礬轢き 似 翹サ-ビ

検索料を助成しま
す。
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.鱗栞鬘 :翻さ※癪菜園奮起霰
二心な筏蛇鴨諾さゞさ夕風単拝滲みふま

翁ぎ@&年度)皺む

1 カ所

‐き担当課そう≧
とき吋じ式部÷.‘‐読ま"逐';

高齢サーピ
ス課

菫 ｢足立区高齢者在
宅サービスセンタ
ー西新井｣ につい
て指定管理者制度
を利用し、 運営し
ます。

1ヵ所
高齢者住宅サーピ
スセンター西新井
の運営

在宅の
要 介
護 ･要支
擬高齢
者

12
住宅改修支援事業
(理由書作成)
< 地減支援事業>

居宅介
護支援
事業者
等

介護保険の住宅改
修費支給申請に係
る理由書を介護支
援専門員等が作成
した場合、 その事
業者に費用を助成
します。

協O O 件 乍O O 件 介護保険課

12
あったかサービス
事業

区民

6 5 歳以上の方や
陣がいを持つ方が
住み慣れた地減で
暮らし続けること
ができるよう、 会
員制の有償の家
事ゞ介護サービス
友I屋供します。

会員数
5 2 0 人

会員数
6 0 0 人

対会福止窃
議会
高齢サーピ
ス課

13
昼国p者身の回り應
艘隊事業

概ね7 0
歳以上
の高齢
者のみ
の世帯

区民の応援隊員が
高齢者世帯の ｢ち

よっとした困りご
と｣ のお手伝いを
行います。

派遣件数
2 0 O 件

派遣件数
3 O 0 件

社会福祉協
議会
高齢サーピ
ス課

14

-

お

車いすの貸出 ′

シルバーステッキ
の交付

区民

6 5 歳以
上歩行
困 難 な
高齢者

一時的に車いすが
必要な区民に貸出
をします。

延べ件数
7 3 0 台

延べ件数
了5 0 台

社会福祉協
議会

高齢者の歩行の安
金をばかり、 日常
生活を援助するた
め、 杖を交付しま
す。

交付本数
2 ,0 5 0 本

交付本数
2 ,0 5 0 本

社会福祉協
議会

16
高齢者おはよう訪
問

7 0 歳
以上の
単身者
等 ･

在宅のひとり葺ら
しの高齢者を対象
に乳酸菌を届ける
ことにより、 安否
確認をし、 孤独感
の緩和に役立てま
す。

月平均
亀0 0 0 件

月平均
馬〇5 0 件

社会福祉協
議会

7 0 歳
社会福祉協高齢者おはよう訪 以上

単身
等

孤独感
の緩和に役立て
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(2 ) 民間事業者等のサービス提供を支援します
- -“-. - - ･ ･′‐ ‘‐--- - ^- - 、 .--- ‘“‐‐--‐ “‐‘･･--- ‐- ‐ -- --

高齢者の在宅での日常生活を支えるためには、 区の施策のみでは成り立

ちません。 多くの民間事業者やボランティアなど様々な人々との協働
が必

要となっています。

高齢者が地域で安心して暮らせるよう、 健康保持 ･増進をはかるための

配食サービスや老人クラブの友愛実践活動など事業者や区民等の活動を支

援していきます。

配食サービス促進 l在宅
する ｢あだち配食

事業 識者 盤癲碑 譫を 循 poo食 42 M oo
食 残サービ

動や各種研修等を

　　 　　　　 　　　
　　支援 ′ “

‐

　　　　　　　　　　 　　 　　　　　
者への支援

します。

　　　　　　　　　　　　　 　　事業
l帯 ランティアグル-
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順一 1 日常生活を支援します ‘
-
- ‐‐

(3 ) 買物困難者を支援していきます < 新規>

地域環境や高齢者の健康状況によって、買物に行きたくても、 行くこと

のできない高齢者がいます。 商店街買い物支援事業の助成により、 これら

していきます。困難者に対して支援をの買物

介総々〒鑿せ上へ l産業振興課
　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　 　　　

　
　
　　　

' 》兄に直刀Aれにこわ 犬况蓼菜

に刺し、 商店街の
･

自主的な取り組み 1 ~ 2 の高

による宅配や移動 店街及び高

販売車などにより 店街連合会
買い物を支援しま
す。 一 - -

高齢者
商店街買い物支援 lを含 む
事業の補助 買 い物

m ー 2 高齢者向け住宅の確保を進めます

( 1 ) 公共住宅を整備します

民間集合住宅の借上げによるシルバービア住宅の提供とともに、区営住

.宅.･都営住宅 ･公社住宅 ･ U R
(独立行政法人都市再生機構) 賃貸住宅な

どの建て替えや大規模改築に際し、 床の段差解消や手すりの設置など居住

者の高齢化に対応した居室のバリアフリー化を促進していきます。

また、 平成2 2 年に創設された都市型軽費老人ホームについ
ては、 特別

養護老人ホームに併設して整備します。

定と安心 ･安全を
はかるため、 緊急シルバーハウジン

グ ･シルバービア
の管理運営

高齢者 濃滌雛箋 423戸 4 2 3 戸
住宅 都市
計画課

用住宅の管理運営
を行っていきま

公共住宅の建昔促
進
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既存公営住宅等のl毫齢者 淺菖噂窕礬 促進 促進 鋳盪菓部市改善 りの整備、 エレベ ･

ー夕一設備の改善
をはかります。

相談等のサービス

･ 覇者ハネムの!鱗
。
上
歳
の 掻畿隆朧 2 カ所 2 ヵ所 蟻サービ

区民 維持することので

軽費老人ホーム 6 0 歳 ス六月｣ について 高齢サービ
ケアハウス六月の 以上の 指定管理者制度を すカ所 すカ所

ス課
運営
‘ 区民 利用 し運営 しま

　　 　　　 　

都市型軽費老人ホー野暮の 鋸 醇髪叢憊 1カ所 3 カ所 裁サービ
ームの整備 区民
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、田一2、き高齢者向け住宅の確保を進めますふ

く2 ) 民間賃貸住宅を提供します

民間事業主体による高齢者向け住宅 (高齢者向け優良賃貸住宅制度) を

提供します。

また、 民間賃貸住宅への入居が敬遠されがちなため、 住宅に困窮してい

る高齢者世帯が住宅あっせん制度等を通し、 地域で住み続けられるように

住み替えのシステムを確立し、 必要に応じて世帯の状況に合わせた住情報

の提供を行います。

さらに、 今後は医療と介護を連携させた高齢者専用賃貸住宅等について

の検討も進めていきます。

寂話蒙ゾ'委慈愛淺叢嫌餐囃さ多能辯見込み選る字詰ぞ艶美麓鉾動態＼

住宅 ･都市
計画課

高齢者向け優良賃
貨住宅の整備促進

高齢者

高齢者の居住の安
定と安心 ･安全を
はかるため、 緊急
通報システムが整
備された高齢者専
用住宅を、 管理蓮
営していきます。

7 3 戸 7 3 戸

2
高齢者向け民間賃
賞住宅あっせんの
推進

高齢者

住宅を必要とする
高齢者に対して宅
建協会を通じ民間
賃貸住宅のあっせ
んを推進します。

僅0 件 す2 件 建築調整課

3
あんしん入居制度
の皆及

高齢者
世帯

部の高齢者等入居
支援事業である
｢あんしん入居制
度J を区民に周知
し、 高齢者等の質
貨住宅への入居促
進をはかります。

推進 推進

住宅 ･都市
計画課 ･高
齢サービス
課

、
一家
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m -÷2ナ戸高齢者向げ住宅の確保を進めますずり"
三者 蒙斡零 れ泰二ゞ ‘を凌いヌと 三島rヤ糺そゞ きぞさト‐ずに′' !

(3 ) 住宅改修を支援します

高齢者の身体機能や日常生活動作の低下に応じ、 段差の解消や手すりの

設置など、 自己用住宅などを高齢 (加齢) 仕様に改善 ･改修できるように

支援策を充実させます。

2〇件

イ……事業i奪寵愛簾!逐辞す… ,… 磯臟麒
事費の一部を助成

高齢者住宅改修総隊羅宮 跨が華蓼桑襲 盲堂日 - ソ
付く予防給付) !血判屋率毀叢活溌懸瀑 6 O 件 8 α牛 翳ソ

ーし
※再掲

の高 齢 備費の一部を助成

　　　　　　　　　　　　※再掲

. 者
成します。
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田 - 3 高齢者対応型のまちづくりを進めます

(1 ) ･総合的なまちづくりをします

身近な生活空間である道路や公園、公共的建築物、 各種地区整備事業に

おいては、｢東京都福祉のまちづくり条例｣や ｢足立区まちづくり推進条例｣

に基づく ｢足立区公共施設等整備基準｣ などを活用し、 ユニバーサルデザ

インに配慮した、 利用しやすく、 安全で快適な都市空間の創出をはかりま

す。

さらに、 区民や事業者などとの協働により、 災害発生特に被害を受けや

すい高齢者の安全を確保できるよう、 特に木造密集市街地における密集事

業を推進し、 災害に強いまちづくりを進めます。

襄業ミ 磁器･
“焦凄請負 亥諺計画目標さご誤る女
滋養“嬢澱ま{:‘き

く担当課ぎゑき番号き

イー

ユニバーサルテザ
インに配慮したま
ちづくりの推進

区民 ･
事業者

｢東京都福祉のま
ちづくり条例J や
｢辞宜灰分貫施設
等整備基準｣ に基
づき、 建築計画の
確認申請時等に、
建設主や事業者と
事前協議 宿周整を
行っていきぼり。

建設主等へ
Uノー翌]℃>メJ 'l′

推進

障がし、福祉
課
住宅 ･都市
計画課
開発指導課

2
福祉のまちあるき
実施 区民

区民参加のまちづ
くりをめざし、 瞳
がい者等と協働で
まちのバリアフリ
ー点検を行い、 利
用者の声を活かし
ていきます。

まちあるき
によるバリ
アフリ一点
険の実施

実施

まち

区民 まちのバリアフリ 秀 脊 箋 実施 騒がし、福祉

険の実施

ていきます。
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‐m ニ3 -ふ高齢者対応型のまちづくりを進めますどき,

(2 ) 公共的建築物を整えます

多くの方の利用が見込まれる施設建設にあたっては、 利用者の視点に立

ち、 用途や利用形態などを考慮しながら、 だれもが使いやすいユニバーサ

ルデザインに配慮した施設づくりを推進します。
さらに、民間の小規模生活関連施設に関しても、

.建設時の助言.指導によ

り、 管理者八理解と協力を求めていきます。

し、｢東京都福祉の
まちづくり条例J

溌蝨糖霜建築物l霊 皺 鑿糞議事
協促進 !群福祉

に指導 ･助言を行
い、 理解と協力を

｢東京都福祉のま
ちづくり条例J や、
｢まちづくり推進 瞳がい福祉

獺勤整噸鼾魔鞭蟻凝 議鰭促進 舷都市
れもが使いやすい 関係各課
施設づくりを促進 l

してい
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m 一 3 高齢者対応型のまちづくりを進めます .≦,

(3 ) 生活環境を整えます

身近な生活環境の整備として、 安全で快適な歩行空間を確保していくた

め、 歩道の拡幅 ･段差の解消、 視覚瞳がい者用ブロックの設置、 電線の地

中化などを今後も進めるとともに、 近隣住民の理解と協力を得ながら音声

付信号機の設置などを関連機関に要望していきます。

また、 公園などの施設のアプローチや施設内での移動に配慮した施設づ

くりを推進します。そのために、 段差部分のスロープ化、 触知案内板、 垂

直移動設備の整備など高齢者や瞳がい者にやさしい施設づくりを推進しま

す。

でき窮栞すき
ソ:番号;÷

詳説2蘂鰭度護憲三瀦博目原簿ジ主筆担当課瀞"幽艶事業面審議篇

イー,
安全で快適な歩道
の整備

区民

幅員の狭い歩道の
安全性を高めるた
めに有効幅員の拡
張や、 段差解消な
どの整備を進めて
います。

推進 推進 工事課

公園整備課2
高齢者等にやさし
い公園の整備

区民

誰もが利用しやす
い出入□、 園路、
ベンチ等を整備
し、 四季を通じて
楽しめる公園を整
備していきます。

ず0 カ所 2 1 カ所

3
交通安全教育の実
施

高齢者

r｢ ･,^〆｣“" --1̂ -"｣

4 7 回 4 7 回 交通淘策謀

. - - .亡3
′〉く.- - …:VJ

止のため住区セン
ター、 老人館巡回
活動、 高齢者交通
安全講習会等を継
続拡大実施 しま
す。
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‐田÷3三高齢者対応型のまちづくりを進め藷玄議
しでも閼リラ、 ず室勢無言で越そ

-
テ
ー二元たけ平戸‐毒二二ボブ児島字アを′-÷〒辞雫登戸--討ち‐?

(4 ) 公共交通機関を整えます

公共交通空白地域の解消や駅 ･病院などへのアクセスの利便性を図るた

め、 バス路線を整備し、高齢者の外出を支援します。 また、高齢者が、 安

全かつスムーズに移動できるように、 バスの車両改善や停留所の整備、 駅

舎のバリアフリー化を促進します。

す バス路線網の整備ー高齢者
顯黎盤標 1路線 協路線 璧炉担

ー 高齢者の外出を支

超低床バス等の運 虚弱 ト付き車にするよ 満1疵 n Gα 偏淫
‘ 交通計画胆

高齢者 Iうに交通事業者に 等ハ〒▽▽ゐ 虻梓行の促進 ･ 当課長

鰭覇瀰鱈の◆高齢者 殿凄驚突煙 霧ぞ所 挺進 醗酵担
す。 8 4 カ所

階 段の . 逗 へのエ ベ
上 り 下 一ター設置や段差

鉄道駅のバリアフ リ が 園 解消などで移動の t件淋 t仕准 陣がいネ壼祉

難な移 円滑化を図り、 高
1比梓 7比旺

リー化の促進 課
動 因難 齢者の外出を支援
者 します。
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m 一 4 認知症高齢者の支援を進めます
-‐-- - - - - -- - - - - . ･ “- ‘ ‘ 一 一 - - ---- --

( 1 ) 認知症に対する正しい理解の啓発をはかります

認知症になっても、 住み慣れた地域で生活を継続できるように、 認知症

を正しく理解し、 地域で認知症高齢者や介護家族の応援者となる ｢認知症

サポーター｣ を増やしていきます。 高齢者と接する機会の多い地域団体の

みなら癆、 一般企業や若い世代などに幅広く働きかけ、 養成講座を開催し

ます。

また、 ｢認知症サポーター｣ と ｢足立あんしんネットワーク｣ を相互に連

携させ、 認知症に対応できる地域の見守りネットワークのしくみづくりを

進めていきます。

域で安心して暮ら
していけるよう、
認知症を理解して
もらう講座を開催
し認知症サポータ
一の養成をばかり

認知症高齢者支援
事業
く地域支援事業>

累計
9 ,0 0 0 人

累計 高齢サービ
12 ,G O O 人 ス課

田 - 4 認知症高齢者の支援を進めますも
、Y --一 ･ し“ …-~ - ' -‘ - - -“ テ

ー
‐、で も‐
:-

(2 ) 認知症高齢者に対する医療と介護の連携を充実します

区内4 か所の地域包括支援センターに、 専門の資格を有する認知症地域

支援推進員を配置し、 医療と介護が円滑に連携できるしくみを確立するこ

とで、 地域での認知症ケアを推進していきます。 また、 地域包括支援セン

ターの抱える困難事例の相談に応じ、 区全体の認知症対応力の向上を図り
ます。 .

括支援センターに
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m 一 5 介護者の支援を進めます

0 ) 家族会等の活動を支援します

要介護認定者が自宅で生活をし続けるためには、 介護者やその家族に対

する支援が重要となります。
高齢者の方を介護しながら暮らしている家族の様々な負担を軽減するた

めに、 介護教室の開催やメンタルヘルスの支援を充実させていきます。
また、 介護者家族会の活動がさらに活発になるよう支援していきます。

主導、そげ事業名言きざ き対象* さすり顯業内容導き

イー
要介護高齢者家族
会の育成支援事業

要介護
者家族

介護者家族で組織
された ｢あだち 1
万人の介護者家族
会｣ を支援 ･育成
します。

2 6 0 人 2 8 0 人
高齢サービ
ス課

2
介護者教室 (地域
包括支援センタ
- )

区民

要介護高齢者の状
態の維持ず改善を
はかるための適切
な介護知識 ･技術
を習得するととも
に、 外部サービス
の適切な利用方法
を習得することな
どを内容とした教
室を開催します。

4 1僅回 3 0 0 回
高齢サービ
ス課

3

旨煕 - □
認知症
高齢者
を介護
する家
族

認知症高齢者を介
護する家族にかわ
り、 見守りや話し
相手になります。

支援員5 5 人 支援員7 5 人
高齢サービ
ス課

える家族やすらき
支援事業

4
認知症家族会への
支援

認知症
家族

同じ立場の家族同
土が共感し、 励ま
し合い、 介護を学
ぴ合えるよう家族
会を支援します。

12 回 12 回
健康づくり
課 ･保健総
合センター

6
家族介護慰労事業
<地域支援事業>

重度の
要介護
者を介
護 して
い る 家
族

在宅で重度の要介
護高齢者を介護し
ている家族の経済
的負担の軽減をは
かることを目的
に、 介護をする家
族に対して慰労金
を支給します。

15 人 2 0 人 介護保険課
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.田二 5言 介護者の支援を進めます二‐‐%÷も

(2 ) 介護者のメンタルヘルスの維持を支援します

精神保健相談や健康教育などを通じて、介護者の精神的健康の保持及び

向上をまかります。 特に、 近年増加傾向にあり、 介護疲れの方に起こりや

すい、 うつ病の予防や早期発見について、専門医による相談や家庭訪問な

どで対策に努めます。

×民のこころの
康問題について、

“ 精礎檄 !区民 ,膿嫌疑詳解搏 r髪肥 努夢筵
合セ

専門的助言、 指導
を行います。
区民のストレス等
によるこころの問

2 議鬱 .うつ家庭民 拠護套儀沸衾箕唄 衾鼻唄 勢総合セ
が相談及び家族教
室を行います。
アルコール依存症
者や家族のみなら
す、 複雑化するア

アルコール関連間
区民

ルコール関連問題
12 回 1 2 回 保健総合セ

題相談 について、 専門的 8 6 人 8 6 人 ン夕一立場から個別相談
やグループワーク
を主体とした相談
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田 - 6 高齢者の医療と介護の連携を進めます

(1 ) 在宅療養に関する医療と介護関係者の連携をはかります

高齢者が住みなれた地域で暮らしていくためには、 在宅療養の推進が必

要となります。

(仮称) 在宅療養推進会議を設置し、在宅療養に関する医療と介護関係

者との連携を強化し、 要介護者等への包括的な支援を推進していきます。

(仮称)
在宅療養推進会議
の設置

ビスと介

　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　
団体

の推進こういて検
≦、していきま

高齢サービ
ス課
介護保険課
保健予防課

<新規>
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鬘薹鱸鬚高齢者の権利を守るしくみを充実します

これから高齢者になる区民が、健康で安心して高齢期を迎えることができる

よう、 老い支度の支援を進めます。

また、認知症や障がいなとにより判断能力が不十分になった場合は、自らサ

ービスを選択し契約することが困難になります。成年後見制度支援事業や福祉

サービス利用援助事業を効果的に連携させ、意思能力が不十分な認知症高齢者

などを支援していくとともに、高齢者の虐待や消費者被害などへの対応も進め

ていきます。

N

高
齢
者
の
権
利
を
守
る
し

く
み
を
充
実
し
ま
す

′

く髻 , 高.ず争
議脉の準雙箋琴支度蓬溌簗頼ま! 3

難 彎l
k 2 )成年後見制度の晋及‐支援をはかります! 2ー 5 9※重点課題 l

　　　　　　　　　　　　 　　
　 　　　　　　　　　　　　　　　　

く新規>は新規施策 ※重点課題は重点課題施策
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IV - 1 高齢者の権利を守るしくみを充実します

(1 ) 高齢期への準備 (老い支度) を支援します

団塊の世代が高齢期に向かっている中で、 今後、 高齢者になる区民に対

し、 安心して高齢期を迎えることができるよう、 高齢期への準備 (老い支

度) を支援します。

また、 身寄りのない高齢者や高齢者のみ世帯などが、 身体機能や判断能

力が低下しても、 住みなれた地域で安心した生活ができるよう、 高齢期の

多様なリスク (判断能力低下時の財産管理、 緊急入院時の支援、 福祉施設

利用時の保証人、 葬祭等) とその予防策を情報提供しながら、高齢者一人

ひとりの自発的な準備の重要性を啓発していきます。 高齢者あんしん生活

支援事業を充実するとともに、 出前講座などにより、 区民及び福祉サービ

ス従事者への啓発も積極的に進めていきます。

き番号を話さ)も婁礬倉を濾紙 ,遂げ.象をきり薄雲事業内容~みる‘も ぬき担当課写ら

イー･ 老い支度啓発事業
5 0 ft
以上の
区民

年をとったときに
必要な備えを主体
的に行ってもらえ
るように、 老い支
度の啓発 ･ P R を
行います。 老い支
度読本の活用を含
め地域包括支援セ
ンターで関連講座
を開催します。

講座開催回数
5 7 回

講座開催回教
7 5 回

老い支度雑
達担当課

2

福祉サービス利用
援助事業

,G也城福祉権利擁
護事業)

軽度の
認知症
高齢者
等

声茎宙"精“鮒症旨幹

契約件数
5 0 件

契約件数
6 5 件

社会福祉脇
議会

者等が安心して暮
らせるよう福祉サ
一ビスの利用手続
きや援助、 それに
伴う日常的な金銭
白 L々L 〕 を釜丸養護留イ笙

協議会の専門員と
生活支援員と呼ば
れる区民の協力者
がチームで支援し
ます。
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6 5 歳以上で区内
に身寄りのない高

判断能 齢者に対して、 見
力 の あ 守り、 入院時の支

3 讓罐あ業
んしん生協覆 爽、の

成
確
年髪鞭撻“籏礬芽彗鞏数 淡導管数 議会福祉協

い高離 し、 葬祭等を含め
者 た包括的な老い支

度支援を契約によ
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W ÷ 1 ‐高齢者の権利を守るしくみを充実します き

(2 ) 成年後見制度の普及朧支援をはかります

成年後見制度は、 判断能力が不十分な高齢者が、個人として尊重され、
自分の財産や収入を有効に活用して必要なサービスを選択し、 安心して生

活できるよう、法的に支える制度です。 悪質な消費者被害や権利侵害から

高齢者を保護することにも有効です。 区と社会福祉協議会、 地域包括支援

センターをはじめとする関係機関等が連携し、成年後見制度の積極的な普

及 ･支援を進めていきます。

,二ご事業
こず番号 轢きなど事業執盪、詩ゞ

バ磐室対豪儉など 三瀦辱榊目聴き
〕なべ緩く袋6鮮度蕩々;*当籤謙譲議さ鷄薬獺蓉壽隷

イー

成年後見制度等利
用支援事業
< 地域支援事業>

認知症
高齢者
等

認知症等の原因に
より判断能力が不
十分な高齢者等の
権利及び財産等を
守る仕組みである
成年後見制度の活
用を促進し、 後見
人等を支援するネ
ツトワーク作りを
進めます。 また、
成年後見制度の手
続き支援及び身寄
りのない方の区長
申し立て、 後見人
が選任されるまで
の期間の事務管理
等を行います。

区長申し立て
2 6 件

3 8 件

中部福祉寮
務所
福祉管理課
社会福祉協
議会

2
成年後見制度推進
機関の運営

認知症
高齢者
等
社会貢
献型後
見人

成年後見制度の瞥
及啓発、 社会貢献
型後見人の養成、
後見人の支援、 後
見業務に関わる相
談やトラフルヌリ
応、 専門職への仲
介、 後見監督業務
等を実施して、 威
年後見制度の利用
促進をばかりま
す。

社会後見型
後見人養成
人数
づす人

2 2 人

中部海世事
務所
福祉管理課

議会
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÷IV ｢ -1三富齢者の権利を守るしく‐みを充実じます-
-な

い‐一大′ } }- ^ - -ノー). ムレ話 す"- - # " #一三一言> -フー~ きし

く3 ) 高齢者虐待への対応と防止を進めます

区では、 医師会、 弁護土会、 警察、 消防、 区内団体や介護保険事業者代

表者などによる足立区高齢者虐待防止ネットワーク運営委員会を中心とし

て、 組織的な高齢者の虐待防止を進めます。

平成2 2 年 3 月に区の虐待対応マニュアルとして ｢足立区の高齢者虐待

対応について｣ を作成し、 関係者が共通認識のもと協力して対応していま

す。
“ ‐

ていない高齢者
が、 介護者の不在
や虐待等により緊
急に保護が必要な
場合に、 特別養護
老人ホーム等の緊
急ショートステイ

　　　　　　　　　　　所措置事業

等を刻象とした、
夜間 ･休日にも冠
応できる緊急保護
のしくみを、 区内
の介護保険施設及
び医療機関と連携
して構築していき
ます。
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IV - 1 高齢者の権利を守るしくみを充実しますゞ ト
÷二“-;- - --'÷‘ - - ･- --ぐ‐- ▲,L 。 - W ･‘̂、 #%

- -- 、･

(4 ) 悪質な商法や詐欺等による消費者被害の防止を進めます

広報紙やインターネットを活用して悪質な商法などの迅速な情報提供に

努めます。
また、地域包括支援センターや高齢者と身近に接する介護事業者等への

迅速、 定期的な情報提供体制を整えます。 これにより高齢者の消費者被害

の未然防止や消費者被害発見時の適切な対応に努めます。

鱗業
ゑ番号雲 べそ競業でも議磯戴き,

トに対せ鸚聴き義母秀樹醸蝋滝
滋"見癆禁ぷ滲むぐ(26年動く登

4 ,5 0 0 件 4 ,5 0 0 件

、縁担当課範ごまきき事業名言二ゞ "対象そ¥

･増I 消費生活相談事業
高齢者
等

消費生活における
契約トラブル等の
相談を受けていま
す。

産業政策課

2 消費者支援事業
高齢者
等

悪質商法等の情報
提供や被害防止の
ための啓発をほか
ります。

す1 回 1 1 回 産業政策 ,乗

3
消費者教室 (講師
派遣) 事業

高齢者
等

悪質商法被害防止
をはじめとした)肖
費者トラフル未然
防止のための学習
会に講師を派遣し
ます。

5 5 回 8 0 回 産業政策課

4
消費者被害対応ネ
ットワークの運営

高齢者
等

高齢者の消費者被
書発見 ･見守りの
ために地域包括支
援センター、 介護
事業者、 社会福祉
協議会等と連携
し、 情報の共有を
はかりながら迅速
な解決につなげま
す。

実施 実施 産業政策課
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鱗讓讓 福祉サービスの質を高めていきます

サービス提供事業者が、サービスの質を向上させ地域に定着することは重要

です。利用者が自分に適した、質の高いサービスを選択できるよう情報を提供

し、かつ事業者のサービス改善を促進するため、福祉サービス事業者の第三者

評価の受審を支援します。また、安定的な介護サービスの供給を確保するため、
人材の確保と育成を支援します。
また、だれもが安心して福祉サービスを利用できるように、サービスに対す
･
･

る不満などを気軽に相談できる窓口を設け、苦情を適切かつ迅速に処理してい

きます。 ･

ビ
ス
の
質
を

僅 福祉

サービ

スの質

の確保
と向上

をめざ

します

2 人材

の確保

と育成
を進め

ます

- V　
め 福

　　

( D 第三者評価を進めます l す i 6 3
言 嚢を罐決を行ぃます

- r 3ー 6 4

(3 ) 介護保険事業者等との協働を進めます 1 6 5

6 ) 人材の確保と育成を進めます 5 l 6 6
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V - 1 福祉サービスの質の確保と向上をめざします

( 1 ) 第三者評価を進めます

福祉サービス第三者評価は介護サービス事業者を外部の評価機関が公平

に評価し、 その結果を公表するものです。 評価結果を参考に、 利用者が自

分に適した質の高いサービスを選択できるよう、 また福祉サービス提供事

業者自らがサービスの質の向上に反映できるように、 第三者評価の受審を

支援します。

鱗業ずJ
~番号"も

幻容導き≧ ご舞担当課さ栞、諺等式な事業 縱学兄込誠濁そ 露穢剪き

べ艦

福祉サービス第三
者評価受審支援事
業

福祉サ
一 ビス
事業者

都の福祉サービス
第三者評価を受け
た福祉サービス碇
供事業者に経費の
一部を補助するこ
･ 附言 - ‘ 船く C a r -皿ス 田 し 匹
進して、 サービス
の質の向上と利用
者へU′篇報をはか
ります。

受審率
す 8 %

受審率
2 4 %

高齢サービ
ス課
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V ÷ 1ひ‐福祉ザニピスの質の確保と向上をめざします 芝
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(2 ) 苦情などの解決をおこないます

福祉サービスに対する苦情などを公正かつ中立な立場で迅速に処理する

ことにより、 サービスと顧客満足度の一層の向上を図ります。

また、 介護保険施設に相談員を派遣し、 入居者から直接聞き取りを行い

苦情などを施設に的確に伝え、 サービスの向上につなげます。

に伴う不満や苦情
に対して、 公正に

福祉サービス苦情ー 史幸な自爆頌遷塑的彬 , 田彬 ★凰 ] ひ
等解決委員会の運 !区民 はソーヒハ刻汀ん 開窿 開睡 崗擬ソーヒ

営
ているかをチエッ 年6 回 年6 回 ス課
クする福祉サービ
ス苦情等解決委員
会が設置されてい
ます。

に訪問し、 利用者
との対話を通じ、

ため利用者と施設
事業者の橋渡しを
行います。

情相談の身近な窓
□として、 権利擁
護センターあたち

権利擁護センタ ｣
高齢者 があります。また、 社会福祉協

あだちの運営
介護者 地域包括支援セン 推進 推進

議会:家族 夕一の権利擁護業
務、 総合相談業務
への支援など専門
的な役割を担って
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V - 1 福祉サービスの質の確保と向上をめざします "｣
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(3 ) 介護保険事業者等との協働を進めます

介護サービス事業者連絡協議会との情報 ･意見交換を定期的に実施し、

区と事業者の連携 協働体制を強化して適切な介護サービスの提供をはか

ります。

　　　　　　　　　連結調整
介護保険課
関係各課

‐ 65 -



V ー 2 人材の確保と育成を進めます

(1 ) 人材の確保と育成を進めます

今後の高齢社会の進展に伴い、保健 福 祉のニーズはますます増加 ･多

様化すると見込まれています。 この状況に対応するには、 福祉 ･介護のサ

ービスを担う人材の安定した確保と定着が不可欠となります。
このため、 区ではホームヘルパーの養成講座やヘルパーのフォ□- アッ

プ研修などを行い、 有資格者の育成や人材のスキルアップを支援していき

ます。

さらに、 要介護者一人ひとりに適した介護サービス計画を立てる介護支

援専門員の育成も進めます。
また、 ｢福祉のしごと相談 ･面接会｣ の開催などにより、介護事業者の人

材雇用を支援します。

ホームヘルパーのー々三
提供の要となる訪

高齢サービ

　　　育成事業 間介護員 (ホーム 2,7 7 5 人 2 ,9 8 5 人 ス課ヘルパー) の養成

2 l鍔知れ蜜
□- 擢員会合を拐凝蓚露説。人 翠轆o人 愛嬢

サービ

施し、 さらなる知 現任研修 現任研修

3鑽柔援専門醗酵鮮麗愛嬢学が鶏尋コ鮮麗
3 回 .

向上をばかりま 16 1 人

する潜在的福祉人

業者 の人材確保と区民
の就労機会の拡大
をはか

一介護サ
一ピス事業所に 5

鰹箸涵養調製櫨熟議蘂 取 ･鱒人 介護‘線
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簑鱸嶬釀地域で支ぇぁうしくみを充実します

ひとり暮らし高齢者や高齢者のみ世帯が増加する中で、高齢者への虐待や地

域から孤立した状態で高齢者が亡くなる事例などが社会問題となっています。
さらに、単身高齢者で、困りごとや悩みごとの相談相手がいない高齢者もいま

すびこのように地域のコミュニティ意識の希薄化が指摘されるなかで民生委員、
自治会、地域活動組織と連携し、要支援高齢者の発見、声かけ、見守りなどを

行いながら地域で支えるしくみづくりを構築していきます。
また、地域包括ケアの推進役である｢地域包括支援センター｣を中核として、
地域のボランティアや各種団体、関連機関により構築された ｢足立あんしんネ

ットワーク｣ を強化し、高齢者が日常生活を安心して過ごすために、身近な地

域で、お互いを支えあうしくみを充実します。また、団塊世代や中年層の地域

活動やボランティア ･ N P O 活動等への参加を支援していきます。
施策餅主 事業数掲載夏

6 8

W

地
域
で
支
え
あ
う
し
く
み
を
充
実
し
ま
す

1 情報掟
僕と相
談の体
制を整
えます

(1) 情報提供を進めます ･イー･

(2 ) 相談機能を高めます 4 6 9

( 3 ) 各種サービスをコーディネートします 3 7 0

2 地域の
包括支
擬体制
を整え
ます

(1 )地域包括支援センターの機能を充実しま

ー
す

(2 ) 関係機関 ･団体との連携を強化します

5 7 4

4 7 2

3 地域
の支え
あい活
動を広
めます

くず)区民の支えあい活動を充実していきます 2 7 3

く2 ) 高齢者の見守り活動を推進します

※重点課題
1 7 3

(3 )ひとり暮らし高齢者の孤立を防いでいき
ます が一三 ギR

2 7 4

(4 )災害時要援護者の避難支援を充実してい
きます

2 7 5

(5 ) 保健福祉教育を進めます 5 7 6
4 幅広い
ボランテ
イア ･ N

P O活動
を支援し
ます

(僅) ボランティア ･ N P O を育成します 5 7 7

(2 ) ボランティア ･N P O 活動を支援します 6 7 8

※重点課題は重点課題施策
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随 一 1 情報提供と相談の体制を整えます

(1 ) 情報提供を進めます

広報紙や区ホームページを活用し、 区民に対して高齢者に関する情報の

提供を一層充実させていきます。

介護サービスを提供する事業者については、 広く情報を公開していきま

す。 高齢者が利用しやすいよう、 パンフレットなどを配布し、 地域の事業

者について情報を得られるようにしていきます。

桁宅福祉事業案内 』臣
る情報提供と意識

高齢サービ

lの作成 -胡 め、 事藁案内を作
啓発をはかるた 実施 実施

ス課
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(2 ) 相談機能を高めます

地域包括支援センターは高齢者の総合相談窓口として、 保健 ･福祉 ･介

護などの相談にきめ細かく対応しています。 また、 福祉事務所や保健総合

センターでより専門性の高い情報の提供や相談体制を整備していきます。

さらに、 介護者家族会による介護者同士の同じ目線に立った相談事業を支

援します。

事業
番号偽

す

きき美事葉多熟さ'誘導家き簿総べ薄寒肉餐詳言き雛凝議もぎ繊麗熟さミ
へゞしゞ .̂･y,“《‘】･･、･ふく
{べき [ゞ、ゾニ凸′"
.夕乍し} “mtハリ
※こいゾ"、ごぢ茂れ&導きナ,《;こ‐

高齢者総合相談
0湖或包括支援セ
ンター)

区民

家族介護の悩みや
福祉、 医療、 施設
入所 ･介護予防、
福祉機器の購入 ･
利用など、 高齢者
に関する相談を受
lノ仲y IJ奄に9 o

4 9 0 0 0 人 5 6 ,0 0 0 人
高齢サービ
ス課

2
高齢者訪問相談
れ敵,滋レーチA V 繞 ヒ

ンター)
区民

何か困っているこ
とがないか、 高齢
者のひとり暮らし
や高齢者のみのお
宅へ個別に訪問
し、 各種の相談に
応じています。

乍7 ,4〇〇件 2 1,4 0 0 件
高齢サービ
ス課

3 7脳袰自
のなやみ電

UU -U Uハナ-三
( よけ長

介護者
を抱 え
る家族

あだち 1 万人の介
護者家族会が行っ
ている電話相談事

月2 回
実施

月 2 回
実施

高齢サービ
ス課

します。

4 高齢者福祉相談 高齢者

福祉事務所で生活
困難となった高齢
者の相談に応じま
す。

随時 随時 福祉事務所
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切 - -1-を情報提供と相談の体制を整えます増ぐ

( 3 ) 各種サービスをコーディネートします

地域包括ケアが円滑に進められるよう、介護サービス事業者、医療機関、

その他関係団体と幅広く連携し、積極的に地域の実情を把握していきます。

これらをもとに、 一人ひとりの状況や変化に応じ、 介護保険を始めとす

る様々なサービスが適切に提供できるように努めます。

　　　　　　　　　 　 　 　　　
ター 日常活動への支援

ットワークを構築
していきます。

断 "平価を円滑に

　　　　　　　　　　　 　　 　　
ークをはかりなが
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随一 2 地域の包括支援体制を整えまず

く1 ) 地域包括支援センターの機能を充実します

地域包括支援センターでは、保健師、社会福祉士、主任介護支援専門員な

どの専門職員を配置し、総合的なケア体制機能を備えています。今後は、 -

層の機能強化を図るため、基幹地域包括支援センターを中心に、認知症地域

支援推進員、介護サービス事業者、医療機関、その他関係機関との連携と地

域包括支援センター職員の資質向上に努めていきます。また、地域とのネッ

トワークを強化し、 早い段階で必要なサービスにつなげていきます。‐

高齢者総合相談 i
福祉、 医療、 施設

(地域包括支援増 区民
入所 ･介護予防、

ン夕一)
福祉機器の購入 ,

･ l 利用など、高齢者※再掲 -

区民 福祉機器の購入 ･ 4 9 の o 人 56,… 人 類
サ-ビ

利用など、 高齢者
に関する相談を受
け付けます。
何か困っているこ

者のひとり暮らし薊愚妻聽蔓髓 脳“

とがないが、高齢

※鱗) ; 獣増閣議釈然鞘 17,40o人 れ 40 0 人 蟻
サービ2

し、 各種の相談に
1じ い

た地域で生活を送

3

ツトワークを構築
していきま

態の維持 ･改善を
はかるための適切
な介護知識 ･技術

鬘観蠣区民 葬嬢輔竪搦 41僅回 …■ 賊サ-ビ
ー) - ･ 、

4

の適切な利用方法
を習得することな
どを内容とした教

高齢サービ　　　　　　　　　　
いきます。… ｣……-‐‘………-‘-- {…… {…… -- ′~‐… -‐ - -- ･一.- - - - -- - --……一

5



ご要請解読鸚熟淫母薦諦,矮筵製、甕轟然舞諺
(2 ) 関係機関 ･団体との連携を強化します

地域福祉を推進するためにボランティア団体や区の関連福祉団体が様々

な活動を展開しています。 足立区は地域福祉活動の推進を福祉の柱に立て

ており、 今後ともこれらの団体の活動を一層支援していきます。 さらに情

報を交換して交流を深め、 活動の役割分担を明らかにする一方で団体相互

の連携システムを整備していきます。
また、 民生 ･児童委員、 町会 ･自治会、 商店街振興組合などとの関係を

強化するとともに、 保健福祉 ･地域振興 ･教育など関連部課との緊密で柔

軟な体制づくりをはかっていきます。

祉活動の活発化を

す
民生 ･児童委員と

- 膣か難鬘数等鬘推進 ;佳進 柵止管理課の連携
の連携を強化して

…テー拶癩 饗 ｣推進 瀞祉協との連携

l体

報交換を密にする

老人クラブとの連 老人
ことによって、 高 高齢サービ

槌 クラブ 鱒鞠解翳推進 推進
ス課

をめざ していま

けた仲介 ･調整を
行うシルバー人材

4 学鑓鍔セン濃艶歳 鬘おす
と
る鍔鰹推進 推進 就労支援課

で、 高齢者の活躍
の湯と生きがい対
策である就業を支
し 、
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龍一 3 地域の支えあい活動を広めます

( 1 ) 区民の支えあい活動を充実していきます

社会福祉協議会が策定した ｢地域福祉活動計画｣ の推進をはかるため、

様々な支援に取り組んでいきます。 具体的にはV これまで実施してきた住

民参加型相互援助サービスの拡大に加え、 地域を舞台とした様々な地域福

祉 ｢活動｣ をつなげていくために、 多様な媒体を利用しての活動情報の発

信や、活動のためのきっかけづくり、ネットワークづくりに取り組みます。
また、広報活動やイベントを通じた啓発活動を積極的に展開していきます。

制による支えあい
の活動で( 在宅高

社会福祉協あったかサービス
事業
※再掲

会員数 会員数 議会
5 2 0 人 6 0 0 人 高齢サービ

区民 齢者等の日常生活
における有償の家
事 ･介護援助事業

社会福祉協高齢者身の回り庖
腰隊霞業
※再掲

歳 以 上 高齢者世帯の ｢ち
の高 齢 よっとした困り亡
者のみ と｣ のお手伝いを
の世帯 行います。

派遣件数 派遣件数 議会
2 0 0 件 3 0 0 件 高齢サービ

随一 3 -
-地域の支えあい活動を広めます ＼

　　 　　　 　　　
　　　 　
　
　　　　 　 　　　　　　

　　 　　

(2 ) 高齢者の見守り活動を推進します

高齢者が安心して地域で生活ができるよう、地域包括支援センターを中

核として、専門相談協力員、あんしん協力員、 あんしん協力機関の連携に

よる高齢者見守り体制を強化していきます。 また、心配な高齢者の情報が

寄せられるよう、 積極的に地域団体や住民組織と顔の見える関係づくりを

行います。

あん しん協
力員
5 0 0 人 高齢サーピ
あんしん協 iス課
力機関
5〔X) 機関

足立あんしんネッ l 肺炎の不安や悩みを あん しん協
トワーク事業 (地 ! 早 期こ見つけ出 I力員 4 6 8 入
域包括支援センタ l高齢者 し、 地域ぐるみで

1あんしん協
　　 　 　支えていくネット 力機関
※再掲 i ワークを充実して 4 4 8 機関
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(3 ) ひとり暮らし高齢者の孤立を防いでいきます

｢足立あんしんネットワーク｣ による高齢者の見守り活動を引き続き推

進し、 地域ぐるみの支えあい活動を展開していきます。

また、 お互いを理解しあい、 安心して付き合うことのできる場所として

のサロン活動など、 子育て中のお母さんや瞳がいのある方、 お年寄りなど

が地域で孤立することのないような居場所づくり活動の拡大をはかります。

高齢者や、
足立あんしんネツ l 族の不安や悩みを あんしん協 あんしん擬

す 姦務鑓魅拶l高齢者 開題凌支尭襲務現拶現金宛奏で交会蟻サ-ビ
ー) 支えていくネット 力機関 力機関
※再掲 ワークを充実して 4 4 8 機関 5 0 0 機関

いきます

がい者の閉じこも
り防止や見守りの

鷲藥いサ□ン支靜増発覊誘嚢挨釈籍 ヲ聯 鬆福祉協

支援し支えあう地
域づくりを推進し
ます。
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‐随一 3 地域の支えあい活動を広めます れ

(4 ) 災害時要援護者の避難支援を充実していきます

災害時やそのおそれがある場合に、 自力であるいは家族などの支援を受

けなければ避難することが困難な要介護高齢者や陣がい者など、いわゆる

災害時要援護者が、 逃げ遅れたりすることを未然に防ぐために、 関係機関

との災害時要援護者情報の共有や、 地域での支援活動を円滑に行うための

災害時要援護者避難支援プランの活用、支援体制の整備を進めていきます。

露母
- ~

、

.

1

ぶ数事業名声選べセ

.

-

災害時の避難支援
プランの整備

を23年度き、対さ拶髓団竪 葺きき担当謙三誇乾6年弼籍

災害時の避難支援
プランの整備

① 6 6
歳以上
のみの
世帯の
要介護
高齢者
(要支
腰 は除
く)
②身体
障害者
手 帳す
~ 3 級
の方
③愛の
手帳 f
~ 4 度
の方

災害時要援護者に
対して、 あらカ、じ
め避難支援者を決
めるなど、 地域で
の支援活動を円滑
に進めるため、 災
害時要援護者の避
難支援プランを作
成する事業を行い
ます。

2 3 年度更新
実施

更新予定
災害対策課
福祉管理課
関係各課

2
災害時の医療救護
体制の整備

区民

健康危機管理刺策
指針の随時改訂、
庁内の体制の再槌
築を行い、 健康危
機管理体制を充実
させます。
平成2 2 年度に新
型インフルエンザ
行動指針の改訂を
行 い ま し た
(H 2 3 .1 2 8 )。新
型インフルエンザ
対策本部を意思決
定機関としま し
た。 大震災発災の
対策 ･対応を含め
災害時の医療救護
体制を整備しま
す。

既存マニユ
アルを活用

随時改定

災害対策課
衛生管理課
保健予防課
保健総合セ
ン夕一
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(5 ) 保健福祉教育を進めます

幼稚園では、 保護者への福祉教育の普及 ･啓発をはかるとともに、 高齢

者との交流を通じて高齢者に対する福祉意識の醸成をはかります。 小 ･中

学校では、 高齢者を思いやる気持ちなど、 豊かな人間性を育むとともに、

高齢者福祉への関!ふと理解を深めさせることが重要となります。 また、基

礎的な知識の習得、 社会福祉の意義の理解をはかるとともに、 社会福祉の

課題解決や、 その増進に寄与する能力等の育成が重要となります。 これら

の教育は、 主に社会科、 道徳、 特別活動、総合的な学習の時間などで行っ

てきましたが、一層の充実に向け取り組んでいきます。 特に、 ボランティ

ア活動など、体験を通した実践的･効果的な福祉教育を推進していきます。
また、 高齢者に関する人権尊重の意識の高揚をほかっていきます。

讓学蕾徒の圈岬学校

務蟇野と福祉趣識員
　　　　　　　　
　　　　　　　 　　
罐瘤渋映望ま導･助言
す。

教育指導室

教育指導室

星馨漉実
動臓椚 PTA

関連学習がより充
実し、 円滑に行わ
れるような活動を 、
P T A が行えるよ
うに情報提供など
の支援を行いま

推進 青少年課

稚園 ･保育園 ･

　　　　　　　　事業 実施 関係各課

鬱 飜 講演会l区民 讓馨発露讓推進
いきます。

推進 福祉部各課
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随一 4 幅広いボランティア ･ N P O 活動を支援します

( 1 ) ボランティア ･ N P O を育成します

地域の支えあい活動等の大きな原動力ともなるボランティアやN P O の

育成を進めます。社会福祉協議会などが実施している地域活動や社会貢献

活動の情報を幅広く提供し、具体的な活動に結び付けていきます。

避難を事業者慰さ i美ます象雙 議事業肉容"き ごえさ言見込み澱まひ樗】箒乾6年度薦
担当課こぎ

4I
ボランティア活動
相談

区民

ボランティアに関
する情報提供や相
談機能を充実しま
す。

個人登録者数
3 3 0 名

推進
社会福祉協
議会

2
ボランティアまつ
り

区民

ボランティアグル
ーブの活動に関し
て発表 ･解説を実
践者が行うことに
より、 ボランティ
ア活動の実践に向
け理解を深め、 ボ
ランティア活動の
推進をはかりま
す。

震災の影響
により中止

参加団体 5 0
団体
一般来場者
数
3 ,0 (刃 名

議会

3
ボランティアの育
成 区民

各種ボランティア
講座を企画、 開催
し様々な層の参加
を促し、 多様な展
開をはかります。
新たなポランティ
ア層の発掘、 拡大
のため、 勤労者層
や大学生等若年層
をターゲットに、
活動のきっかけづ
くりを強化しま
す。

ポランティ
ア参加者数
延 4 5 0 名

ポラン ティ
ア参加者数
延 6 5 0 名

社会福祉論
議会

4
新たなボランティ
ア層の発掘

区民 推進 社会福祉脇
議会

5 N P O の育成支援 区民

区民活動の担い手
としての自立型 N
P O を育成支援す
るため、 各種講座
や助成事業を実施
します。

2 講座延 6
日、 T 2 時間
助成団体数
2 4 団体

3 講座延 9
日、 18 時間
助成団体数
3 5 団体

区民参画難
進課
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- .--テーチ--ニー- ｢一- -≠』-言畠-÷…-一二- -一--せ Trテーをなつこ｢三一
--て--一二-- 幸せ- -- - 3 コー- -= --

-二顕三野曇幅広いポ蔓浮華ネナア三国E Q活動を支援蝦畜す封さ
で汁ふきで--.…雪雲き-トニメギぃな主二言尹‘-

-一博 ニノニ-ゞ "" -'こと にゞ ･ゞ
--
-ゞてゞ
-":ゞ ÷*-も ニノ ｣ ‐ゞ｣

-

(2 ) ボランティア ･ N P O 活動を支援します

区民がボランティア活動などを通じて地域活動や社会貢献活動に継続し

て取り組めるよう、 ボランティア ･ N P O 団体などの活動を支援します。

･ランティアクル
ーブの活動を支援 活動場所 (ポ

ボランティアクル
ー するため、 活動場 ランティア 社会福祉協

一プの育成 .支援
所の提供、 広報活 スペース) の 推進 議会
動への協力、 各種 環境整備を
相談への刺顧 ･肋 行う

登録′･ランティア
クルーブ及び個人

　　　　　　　　　　　　　　 　　会への支援
2

に刺し財政面での
支援を行います。
′･一 ペー･ジ ) ′･ 一 ペー
用したポランテイ ジ、ブログを

窮縮満々こ閻 褥籍穿夕飯勢;癪推進 , 鬘福祉協3

りたい人、 またポ

野栄章添寂 区民 -
者歌萬必要 蟻経文ィ膿参議譫言 社会観協
論 議 漱 難 延450名

‐
延650名 議会

4

報提供、 マッチン

基盤を強化し、 安
定した事業展開を 8 講座、延 1 ‘8 講座、延僅

霧!夕霞営援マ‐区民 麒籟箋邉 繰饅時間盪儼時間幅桑参画推5

向けた人材育成や 2 5 0 件 l280 件
マネジメント支援 l
を行います。
シニアの 云貝
活動を支援するた
めのサイトを構築

社会貢献活動支川 並町
ア します。区‐N P 約 1 8 o o o l勢発安o l贓参画推サイトの運営 ○など様々な地域 lアクセス

6

情報や人材情報等
を収集提供しま
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第5章 介護保険事業計画

釀讓讓疑露謡介護保険事業の現状
( 1 ) 被保険者数、 要支援 ･要介護認定者数等の推移

第↑号被保険者数は、平成す8 年 10 月僅日現在↑2 7 ,8 2 3 人でしたが、
年々増加し平成 2 3 年↑0 月 1日現在では、 14 7 ,2 2 2 人となり、 約 1 2

倍となっています。

要支援 ･要介護認定者数は、 平成2 3 年 1 0 月字,日現在、 25 2 4 6 人、
サービス利用者は 2 0 ,5 0 3 人で、 平成 1 8 年度と比較すると、 ともに約

1 2 倍となっています。

図5 - 1 第 1号被保険者数の推移

160,000人

140,000人

120,000入

100,000人

80,000人

60,000人

40,000人

20,000人

0人

　　　　　　　
　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　

泌7,82
テ ー33 355 鯲,獺

143,34 7
14 5-488 1472 22

平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年

…◇~ 第1号被保険者数
※各年 10月 1日現在 (資料 :介護保険課)

図 5‐2 要支援 ･要介護認定者数、介護サービス利用者数の推移

30,000人

25,000人

20,000人

15,000人

10,ooo人

5,000人

0人

2 1,174
- … ‐23 ,17 7“ れn - - -ク第 1R ･ ‐“‐･社会Z 糺 そ>

2難 46

.会彦ごごと *誉燃せ◆増
一説荒海-}}◇一幅馨れげ“浅薄濁す整え蹄20,503

　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　

平成18年 平成灼年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年

…◇--要支援･要介護認定者数 ‐菰封‐介護サービス利用者数

※各年 10月 1日現在 (資料 :介護保険課)
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表5‐1 第 1号被保険者数、 要支援 -要介護認定者数、介護サービス利用者数の推移

(人)

127,823 133,355 138,214 143,347 145,488‘ 147,2

21,174 22,110 22,6 13 23,177 24 ,

17,283 18 ,038 18,610
l 19 ,

(資料 "介護保険課)※各年 10月 1 日現在

(2 ) 介護度別要支援 ･要介護認定者数の推移

平成す8 年度では要介護すの認定者が多く、 要支援2 が少ない形となっ

ていますが、平成 2 3 年度では要介護 2 が最も多く、2 割を占めています。
また、 平成 18 年度と 2 3 年度を比較して、 要支援2、 要介護2 ･5 の増

加が目立っています。 重度化防止のために、 要介護者の介護予防の推進が

重要です。

　----- - ------ - - - -- - -- . - -. - - - -.--,.--》. ….-- - - ---- -- -･ ｢ . ･ 【 “ “ - ----- - - - . ･ -
表 5 - 2 介護度別要支援 ･要介護認定者数の推移

(人)

※各年 10月 1日現在

2,520 2 ,454

冊博
一
を889

3,702 4,232

3‘翅 L ユ凶1
2, 薊 第 44

2,444l 2,573･
歪謂 可

- - -----
22, 110

3 ,43 1
l

2 4 99 2 I577 2 ,7園ー--
3
し
07

3,401l 3,423
l
÷ 』 4 31

節45l 第23! 3 ,134l a ,40

4 59o l 4,533l----
4 69斑 5,o8　　　　　3剃刀 3忍79l 3 ,69　　　　　　　　　　　
　　　

- - -…- - - -…~l…{ ,一…[ -- - -　　　　　　　　
22粉13 23 ,ー77

I 24,o78
l 25,24

(資料 :介護保険課)
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図 5 - 3 介護度別要支援 ･要介護認定者数の推移

25,000人

15P00人 讓 騨嚢壤讓糠螂毒鬘窪鱗逢離逢箋

10,000人
要介護2

5,000人 謎 畿態 、要支淺2

0人

　　　
　
　 　　　 　　　　 　　　 　　　 　　　

□要支援1四要支援2圏要介護1 □要介護2回要介護3 囮要介護4 口要介護5



(3 ) 保険給付費等の推移

平成小8 年度の標準給付費 (※) は 2 7 ,5 5 8 百万円でしたが、 平成 2 3

年度見込みは、 3 6 ,3 6 8 百万円となり、 約 1 3 倍となっています。

給付費内訳を平成す 8 年度と比較すると、 居宅サービス費は平成 2 3 年

度見込みで、 2篤6 6 5 百万円となり、約 1 4 倍、地域密着型サービス費は

2 ,3 5 4 百万円となり、 約 1 5 倍、 施設サービス費は倖0 ,3 T 2 百万円とな

り、 約 1 2 倍の伸びとなっています。

※標準給付費
①居宅サービス費、②地域密着型サービス費、③施設サービス費、④高額介護サー
ビス費等のその他のサービス費の合計金額

図 5‐4 6年間の標準給付費等の推移

40,000百万円

35,000百万円

30,000百万円

25,000百万円

20,000百万円

15,000百万円

10,000百万円

5,000百万円

0百万円

平成 平成 平成 平成 平成 平成
18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度

見込み
▼‐◆…標準給付費 -竪訃-居宅サービス費

.-謝‐地域密着型サービス費 二参二施設サービス費
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1上組土-Q 鰓 嵜 計 れ2鰻翔 れ3箋74,799 l 253.072l 291

報 謝 豊 凶 1'
314･75鏡 乱388'

600,743 l 643,o89l 655,
懐 720 16,892l 18 994

モ ー8,ー

0 406 0:

　　　　　　　　　　　　
1,340,857 1･374,0l3 1,356,05鋭 も 267,

　　　　 　 　 　
　
　　

409 3 58 459,611l 508,615l 525 1

ol 34,22“ 53, 薊 惚,
三越菱山主題生誕.1L一辺銭1逗丸二邇ぬ-

55,908 l 59話26! 62,一一塁 殺げ-- 一
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-- - - - ------- -

　 　　　 　 　　 　
9‘428 137;32崩 6鰡 蜆 塾 5627 53; 36,367,8

839樹 9l

　　　　　　　　　

表 5‐3 過去 6年間の年度別給付費等

(千円)

15 .854 026 l6 433 413 16 916 162 19 004 552

5,445,633 5,171,270

476,244 466粉89

653話 17 606,083

28,486 68,105

2粉12,919 3,012,164

1,273,556 1,313,418　　　　　　　　　　
538,882 692,682

f97,772 208,937

60,711 65 2 13

398,877 394,532

1,452,444 1 7 91,137

59,181 日
6,365

138,595 135,6l9

ol 一Q
　1,613,626 1,857溝73一- -- - 一 ･、--
0 l
.- - - ---.-
14,809

　　　 　　　556,328
0 2,773

0 0

8,675 3 99 9,032,591

4 450溝76 4,812,270

2,621,635 2,723,193

1,603,588 1,497,128

124,761 l35,435

382,297 389,197

0 0

921,309　　　　　　　
　 　　
　　　　　　　　
50,855- - - -

薄弱
一
丁
一一- --- - -【^
△39

　　　　　　 　　

可一m m■■■■■
1
m m .

　

28 026 304 29 360 920

5,069,621 5,245,056

47ー,725 ! 497.761　
　

　

　574,963 577,879
101,885 l 150,846

3,461,830 3,914,424

1,378,471 1,523,003

990,617 1,078,012

830,943 958,344

　　　　　　　
422,053 l 458,

′645

1,642,976 2.221溝27

1,606,882 t 900,056
66,456 74,227

144! l5 157,995
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(4 ) 期別標準給付費等の推移

平成↑2 年度からスタートした介護保険制度における標準給付費等は、

平成 12 年度から T4 年度の第 1期、乍5 年度から T7 年度の第2 期にか

けて、 5 3 2 % の大幅な増加を示しました。第3 期の標準給付費等は、地域

支援事業の新設など介護予防の推進、 ホテルコストの導入など、 大きな転

換があり、す7 .4 % の増となりました。第 4 期介護保険給付費見込み等は、

認定者数の増加や介護報酬の改定などがあり、 2 1 3 % 増加しています。

図 5 - 5 期別標準給付費等の推移

2 9 .2

　
1,0 3 4 .4

第1期 第2期 第3期 第4期
平成12 ~ l4年度 平成15 ~ 17年度 平成18 ~ 20年度 平成21 ~ 23年度

同期別標準給付費 霊地域支援事業費

表 5 - 4 期別標準給付費等の推移

(億円)

487.4 1 746,7 l 8 58 , 1 1 1034 .4
l l 協 5 29.2
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廉國讓 第5期介護保険事業計画における重点的な取組み

団塊の世代が 7 5 歳以上となる 2 0 2 5 年を目途に、 高齢者が地域で自立し

た生活が営めるように、医療、介護、予防、住まい、生活支援サービスが切れ

目なく提供される ｢地域包括ケアシステム｣ を実現するため、 第 5 期介護保

険事業計画において、 以下の項目について重点的に取り組みます。

( 1 ) 新たな地域密着型サービスの導入

, ① 定期巡回 ･随時対応型訪問介護看護の整備 (新規)

要介護高齢者になっても、 住み慣れた地域で日常生活が営めるよう
℃‐

‘

に、 2 4 時間対応の定期巡回 ･随時対応型訪問介護看護を 2 4 年度から

新たに整備します。 医療と介護の連携を図りながら、 短時間で定期巡

回を行う訪問サービスと緊急特に随時対応する訪問サービスを組み貪
℃ わせ、2 4 時間体制で提供します。区を 5 つの日常生活圏域毎に区分し、
事業者を公募します。

(か所)

上さ。章二二塁三菱=三弦ここ主導頭麺度テ主導薦爾蔑円
≦臺 巡幽 幽 霊 塵癰 癇 癪 看護下す

--- -- --{‐.- ---- -"…‐̂…“--- ･
玉 ]

　

　

　

　

　 　　　
　　

② 複合型サービスの整備 (新規)

2 4 年度から新たに導入されるサービスで、居宅要介護者について-

体的に提供されることが特に効果的かつ効率的なサービスを組み合わ

せたものが複合型サービスです。 第 5 期計画では、 小規模多機能型居

宅介護と訪問看護を組み合わせた複合型サービスを整備します。

(か所)
　 　　　　　　　　　　 　　　　　 　群耕三三言-医こぼさ烹て=こさ亨可霜筬薄年ぼらデ幸三叢平鹿雌虔訝

犠容塵聯雲曹艾面頬模多機能型居宅美
- -̂ -
l
---- - -

÷÷÷÷l
--･- -き み ぎ こ げ .‐ド ン‘ 1 Z ll詮議生訪問看護の組合せ)こせで写し介そ÷▼ -ミ ー{ ]
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(2 ) 認知症高齢者向けサービスの充実

認知症の高齢者が可能な限り住み慣れた地域で生活を続けていくために、

小規模多機能型居宅介護、認知症刺応型適所介護および認知症対応型共同

生活介護を整備します。 2 4 年度から新たに導入されるサテライト型小規･
′

模多機能型居宅介護を活用しながら、 各サービスの日常生活圏域における

地域偏在がなくなるよう配慮し整備を進めます。

(か所)

10 12

25 27

31 34

(3 ) 特別養護老人ホームおよび老人保健施設の整備

｢介護サービスを利用しながら自宅での生活を続けたい｣ という区民ニ

ーズを受けて、 今後は居宅サービス重視を基本としますが、 単身 ･高齢世

帯が増加する中で、 セーフティネットの地域拠点となる介護施設の整備も

不可欠です。 施設サービスと居宅サービスのバランスを図りながら、 特別

養護老人ホームおよび老人保健施設の整備を計画的に実施します。

(人)

導き掻き議事轟き鱒費登載ぷ容驚き慧差遣嘉覊溌翳癩諄鶉毛鱈詳騨誠壷麓嬢謠邁鳰
詣醗酵養護麓蓬躯室童話輻 鬘鱗雲≦丁

、-~- - -- --.…- - -- -- 富麗1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1,739 l

･ u 93 l l1,7 17
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(4 ) 介護予防の推進

6 0 ft、6 0 代の過ごし方によって、その後の人生が大きく変化すると者
･

えられます。 日常生活の中に意識的に学び、 運動、 ボランティアなどの活

動を取り入れることによって、 高齢期になっても健康と生きがいを持ち続

けることが可能となります。

要介護状態になる前の健康寿命を伸ばすために、 介護予防の取組みを強

化します。

2 4 年度から区市町村の判断により、 要支援者および二次予防事業対象

者向けに、 介護予防サービスと日常生活支援サービスを総合的に実施でき

る介護予防 ･日常生活支援総合事業が創設されます。 この事業について、
区では既存のサービス八の影響や財政面など課題もあることから、引き続

き導入の司否について検討していきます。

参加者 9,0 80 人

参加者 15,950 人

参加者 430 人

参加者 3 ,640 人

参加者 900人

実施回数 57回

参加者 1,800 人

参加者 17,500 人

登録者 1,450 人

参加者 6,500 人

参加者

参加者

参加者

9,080 人

15,000人

760 人

参加者 5,760 人

参加者 t ooo 人

実施回数 57回
参加者 2 ,000 人

参加者 18,000 人

登録者 2,000 人

参加者 総,000人
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(5 ) 介護給付の適正化

高齢者がその有する能力に応じた自立した日常生活を営むことができる

ようにすることが、 介護保険制度の大きな目的です。そのためには、 適切

なケアプランに基づき介護サービスが適正に提供されていることが重要で

す。

介護給付費や介護認定結果等のデータを活用し、様々な観点から介護サ

ービス事業者の事業運営状況を点検するとともに、 法令に基づき適正に事

業が実施されるように指導します。
また、 区主催の研修会や説明会を実施するとともに、 介護サービス事業

者連絡協議会と連携を強め、 介護サービスの質の向上に努めます。

実 施

400件

福祉用具ゆ件

住宅改修 20件

年 1回

年 2回

148事業所

2回

新任 4回

現任 2回

新任 3回

現任 5回

福祉用具 60件
住宅改修 120件

年 2回

年 2回

150事業所

2回

新任 3回

現任 4回

新任 4回

現任 4回
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讓薹霊 被保険者数等の見込み(平成 24年~ 26年)

( 1 ) 被保険者数等の推計

被保険者数等の推計は下表のとおりとなっています。

表5‐5 被保険者数等推計
- - - -‐--- - - - - - -- --- - - --- --- - ･ 一 --

(人)

672,3 13

229 9 31

84 ,432

65 ,745

150,177

22.3 %

※各年 10月 1日現在

(2 ) 要支援 ･要介護認定者数及び介護サービス利用者数の推計

①要支援 ･要介護認定者数の年次別推計

要介護者等は平成 2 3 年から 2 6 年までに 2 ,2 6 6 人増加するものと

予想しています。

表 5‐6 要介護認定者推計

(人)

3,07符 2,996
　 　　　　

3,431l 3 ,78 6

3 4 0 3t 3 ,090

3,124

3,984

3,070

5,232

3,261

4, 192

3,049

5 4 26

3,729

3 ,948

3 9 07

27,512

26,732

16,9%

5 046

3 ,690- 一
3,724

3 ,29 5
! 3,593

3 7 26

3,766

3,679

26,581

25,803

16.7%

3 ,463

25,246
･ 25 ,698

16 .6 % I
t 16.6%

※各年 10 月 1日現在 ※上記の認定者数には第2号被保険者を含む
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②介護サービス利用者数の推計

要介護者等のうちサービスを利用する人数は下表のように増加する

と推計しています。平成 2 3 年から 2 6 年までに介護サービス利用者は

3 ,乍3 0 人増加するものと見込んでいます。

- --- --- - - - L .- L‘“･し ,.- - -- ‘- - -- - -- ‘ ‘ ･‘ ･“.･ ･.･ ‘.･‘“.･“ --‘ ･“- ““--“･　
表5 - 7 介護サービス利用者数推計

　 　 　 　 　　 　　　　

(人)

20 ,

17,

2 1,561

18 ,13 8

3 ,423

83 .9

※各年 10 月 1日現在

③地域密着型サービスの種類と計画値

介護が必要になっても住み慣れた地域での生活を支えるために、 足

立区が直接事業者を指定し、 指導監督も行いながら区民に提供するサ

ービスとして、 ｢地域密着型サービス｣ を以下のとおり整備します。

表 5‐8 地域密着型サービスの種類と計画値

(施設)

= l2l 12

2
. 2l 2

3小 34箋汕-- - - -- - -十一- - - -ムー
27!27l 27

　　　　　
　　　　　　
　 　 　　　

2 ･ 2l “ 2
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0 小規模多機能型居宅介護

平成2 4 年度に北西地区に乍か所、 平成2 5 年度に南西地区に乍か

所の整備を計画しています。

2 ) 認知症対応型共同生活介護

平成2 4 年度に千住地区に 1 か所、 南西地区に乍か所、 平成2 5 年

度に南東地区に 1･か所の整備を計画しています。

3 ) 定期巡回 随時対応型訪問介護看護

平成2 4 年度に各地区にすか所、 計5 か所の整備を計画しています。

4 ) 複合型サービス

平成2 4 年度に北東地区に仲が所、 その他の地区に 1 か所の整備を

計画しています。

図 5 - 6 日常生活圏域図 ･

北西地区

北東地区
7‐母線

　 　

‐ 南西地区 南東地区

　 　　　
-‐--‐‐
′
‐
′
、

千住地隠

≠そり 主要道路
コG B□敞鉄道

玉露
纖 甜 - -一角‐一角｣ - ----- - -- -- -一- -

1おおむね 3 0 分以内で移動できる圏域をいい、 中学校区が基礎となっています。
足立区では区内を5 つの地区に分けています。

- 【サト既--" - トちしい,m ~ 鰐 - 当ノき…だ煽小賎- -“…{“{ ,[÷“｣
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④施設定員の年度別推計

介護施設定員数は、 下表のように増加するものと推計します。

表 5 - 9 主要居住系サービス供給量見込みと施設整備計画目標数値

(上段 :各施設総定員 (見込み)、下段 :施設整備計画目標数値)

2,339

550

. 1,5 6 7

374

239

0
J 605

18

2,739

400

1,717

150

239

0

605

0

nXU

Q
U

に
U

4m 4　 　　

0 l o

※各年度 3月 31日現在
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薹驚鬘麗サービス供給推計に基づく給付費算定 (平成24年度~26年度)

( 1 ) サ鮮ビス供給量の推計方法

サービス供給量は、 足立区の現状のサービス給付実績等を踏まえて推計

したものです。

※以下の推計値等については、表示単位未満を四捨五入し、端数調整をしていないため、
合計等に一致しない場合があります。

(2 ) サービス種別の供給量推計

①介護保険施設サービス費

介護老人福祉施設 (特別養護老人ホーム)、 介護老人保健施設及び介

護療養型医療施設の各サービス費について、 これまでの給付実績をも

とに、 施設の新設計画等を踏まえて推計しました。

表5‐10 介護保険施設サービス費

(百万円)

5 ,848 7,920

　　　　　　　　　　　　　

5,5 10　　　　　　　
1,2 62

14 692

9,206

6,0 26

1,262

16,494

4,010　　　　　　　　　　　　　　　

1,253

= ,111
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②地域密着型サービス費用

小規模多機能型居宅介護、 夜間対応型訪問介護、 認知症対応型共同

生活介護、 認知症対応型通所介護について、 これまでの給付実績をも

とに、 施設の整備計画等を踏まえて推計しました。 新規事業について

は、モデル事業や小規模多機能型居宅介護を参考に推計しました。

表5 4 1 地域密着型サービス費用 、

296

2f

1,433

697

3 13
ー
22

1,515
l

737
J

(百万円)

331

24

1,60 1

779

892

93

3,720

399 844
　
　　　

　　
　　

2,929 3,5 19

※小規模多機能型居宅介護、認知症対応型適所介護は介護予防サービス費を含む
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③その他のサービス費用

1 ) 居宅サービスの種類 ･年度ごとのサービス必要量と介護給付費の見込み

居宅サービス等の見込みは、 下表のとおりとなっています。 サービ

ス必要量は、 これまでの給付実績から推計しました。

表5 4 2 居宅サービスの種類 ･年度ごとのサービス必要量と介護給付費の見込み
. - “ -

-‐‐---“- -““---J--.--･･.･-----‐̂ ,̂一。-.′̂--.･、｢一-せT--『い、.、,. ,,.｣･一---〆“′,、、一,.,、.『ナー‐-′T『.--.-、,-▼『し.←′-㈹【一′.-- ′)、~》̂、.̂-.｢マ,一.･、ブ.、,鉛。-.･,、一′-

1,831,557

5,205,450　　
41,756

564,054

67,216

626,537　 　 　

68,941.･-‐‐‘、計 .-̂‐ -‘‐‐ -

2 18, n 3

68,328　　 　　 　　

518,072　
543,4 13J‘- -
4 432,295

160,60 6

1,608,162

120,456

1,0 12,887

27,376

257,874

12! 07
2 ,4 14 ,710

83 ,436

1,203 P 13

2,328

62′560

1,33 2

117メof
135,732

2 ,079,443

20 320 271

t,83 6,961

6 392 875

596,20 5

79,537

741 382
69,311

230 ,545

68,592

547 603

545,74 1

935

161

1,699 ,828･計- --‐‐-･ ･‐‐計‘‐‐-

120,954

1,070,622

27,468

272,573

12.993------- -- -
2,55 2,348

83 7 60
　　　 　　　　　 　

1,27 1,585

2,340　

66薄26
1,332

123,776

13 6,2 60

21 97,971

22 448 374

1,893,689

6 757 269

44,924

630溝89
82叢57
783,641

71,420

43,686

70,644

78 816

561,910

4 951 977
166,671

1,796 7 18　　　　　　　　 　 　　

124 452
1,13 1,648

28,4 18

288,110

13,655- - - -

2,697,832

86,280　　 　　　　　　　　　　　　　　　　

1,344 ,065

2,400

69,895

1,380

130,832

140,352

2,323 ,256

23 727 934
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2 ) 予防サービスの種類 ･年度ごとのサービス必要量と介護予防給付費の見込み

介護予防居宅サービス等の見込みは、 下表のとおりとなっています。

サービス必要量は、 これまでの給付実績から推計しました。

表 5 -13 居宅サービスの種類 ･年度ごとのサービス必要量と介護給付費の見込み

3 1,896

536,067

36

14 86
4,800

30 858

32,028

566 623

988

38

1,660　　　4 980
2 617 34 ,476

13,397

3,348

29 8 47
16 356
58,968

2,700

27,942

809

6 752

3視 40

474 501
830ー 926

84,857　　 　　　　　7,5 12
　　　 　　　　　
888l 9I2
9 ,249 20 ,346

708 732

o,261l 74 266

2,468l 43 7 40
　　　　
　　　　　　　　
224,266

9 163 " 1 922 855

1,716 1,716
- 1

　　　 　　　　　 　

26,715 , 28,238 l 2

15,804 l 言霊園ニマ
　　　　　　　　

623,4能えl一一
65

2,604 l 第28l
ー町 薊交 T

-----‐-十宮町町- - 12

　　　　

　
　

　

　 　

　　　　　　　　 　　　　　
　　　　　

474

- # =- 嵩 三一--』

41,760L 一二
毫砺王 4

　　　　 　　 　

　　　　　
200,730 22

　 　　　　　　 　
　

1 721 062 1 819 163 " 1 92
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④標準給付費の推計

保険給付費 (介護給付費および予防給付費)

見込みは次のとおりです。

表5 -国 標準給付費の推計

を含めた標準給付費の

(百万円)

42,479

. 1,278

843

134

58

J 44,792

36,083

1,209

798

127

54

38,270

※1 総川口“
①居宅サービス費、②地域密着型サービス費、 ③施設サービス費の合計金額
※2 特定入所者介護サービス費等給付額 ;
介護保険施設等における居住費 ･食費のうち、基準となる費用と低所得の方の負担限度
額の差額を公費で賄う額
※3 高額介護サービス費等給付額 :
介護保険の自己負担額が著しく高額になった方の負担を軽減するため、その費用を公費
で賄う額
※4 高額医療合算介護サービス費等給付額 :
介護保険と医療保険を合わせた自己負担額が著しく高額になった方の負担を軽減するた
め、 その費用を公費で賄う額
※5 算定対象審査支払手数料 :
介護報酬審査、支払事務を委託している国民健康保険団体連合会に支払う経費
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⑤地域支援事業

事業内容としては、 介護予防事業、 包括的支援事業 (地域包括支援

センターにて実施)、 任意事業 (介護給付等費用適正化事業、 家族介護

支援事業等) の 3 種類があります。

地域支援事業費は、各年度の給付費用に 3 % の割合を乗じて推計しま

した。

表6 4 5 地域支援事業

3 .0%

560

586

1 146

3 .0%

655

687
--- -- -̂---- - --

1,342

(百万円)

　　　

707
　

740
*健一---‐-

1 447

※地域支援事業とば :要支援 ･要介護状態になる前からの介護予防を推進するとともに、
地域における包括的 ･継続的なマネジメント機能を強化することを目的とした事業です。
事業は大きく虚弱高齢者等を対象とした介護予防事業と、地域における包括的 ･継続的
なマネジメント機能としての包括的支援事業、市町村の判断により行われる任意事業か
らなり、 事業費は介護保険給付費用の 3%を限度として定められています。
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轢き讓藁 保険料の設定及び財政の見込み

(1 ) 第4期介護保険事業計画との変更点

保険料基準額設定にあたり、第 4 期介護保険事業計画からの変更点は以

下のとおりです。

①策 2号被保険者の負担割合

第乍号被保険者と第 2 号被保険者の人口構成から、 3 0 % から 2 9 %

に変更となりました。

②介護報酬の改定

平成 2 4 年度の介護報酬改定の影響を、足立区では、改定率 2 6 % の

上昇と算定しました。

(2 ) 費用の負担割合 (財源)

介護保険にかかる費用の負担割合は次のとおりです。

介護サービスにかかる費用のす割は利用者が負担し、残りの 9 割く保険

給付費) を公費と保険料で賄います。

公費の負担割合は、 区がす2 .5 %、 都が 1 2 .5 %、 国が 2 0 % の負担金と

5 % の調整交付金となります。

第 2 号被保険者の保険料は、 給付費の 2 9 %で、社会保険診療報酬支払

基金を通じて足立区に交付されます。

図 5 - 7 介護給付にかかる財源の負担割合

足立区

1号保険料
･ 2 1.○芙

東京都
　　　　

(全国標準)
5.0 % と ~ ヒ 2号保険料

国
- 2 9.0 %

　 　　　　　
20 .0%
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(3 ) 保険料必要額

①必要額の見込み

介護予防を推進した結果、平成 2 4 年度から 2 6 年度までに給付され

る標準給付費を鶴3 14 億円と算出しました。この額に地域支援事業費

(保険給付費の 3 % ) 3 9 億円を加算した 1 3 5 3 億円が保険料算定の

基礎額となります。

第 1 号被保険者保険料必要額は、保険給付費亀3 5 3 億円から国･都･

区の負担分、及び第 2 号被保険者保険料を差し引いた 2 9 2 億円となり

ますご ‘

②介護保険給付準備基金の活用

平成 2 1 ~ 2 3 年度に納付された保険料の余剰金を第 5 期介護保険事

業計画の財源として活用します。 財源の規模はおよそ 6 億円として推

計しました。

③第5期介護保険事業計画期間中における保険料必要額

①で算定した保険料必要額 2 9 2 億円から、②の介護保険給付準備基

金 6 億円と都の財政安定化基金取崩による交付額 3 億円を差し引いた

2 8 3 億円が、 第 5 期介護保険事業計画期間中に必要となります。

(4 ) 保険料の多段階化及び軽減策
. ･“““ -‐““““‐ “ ‐“ ′ - -- - -- - - - -

-
--‐ ‘-- - -- - -- - -- -‘-

①特例第 4 段階の設置

第 4 期と同様に、第 4 段階の中に特例第 4 段階を設けます。特例第

4 段階の対象者は ｢本人が区民税非課税(世帯に区民税課税者がいる場

合)で課税年金収入額と合計所得金額が合計 8 0 万円以下｣ の方です。

②特例第 3 段階の設置

第5 期ではさらに、 第3 段階の中に特例第3 段階を設けます。 特例

第3 段階の対象者は ｢世帯全員が区民税非課税で課税年金収入額と合

計所得金額が合計 T2 0 万円以下｣ の方です。
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③段階区分の多段階化

保険料の増額を緩和するため~ 従来の第 10 段階の上に 2 段階を設

定し、す2 段階としました。その結果、所得に応じた介護保険料は、表

5 4 6 のとおりとなります。

表 5 -16 段階区分の多段階化

爵誘導駿議離謎の合 2‐oo 鵺趨頭奔會薙髪燕深野!群舞盗癖の合 2‐7o

　　　　　　　　　　　　　　　 　　 　 　 　 　　

針所得金額が200万円以上

計所得金額が 125万円以上

計所得金額が 126万円未満

猫滋藤袴△が期詩語鰯選者凪奇人の合 M 5
試筆埒慧襲驚き橇璽臣奪満¥.

力毀綾上lの△
灘趨く穣暗喩金額鬆崩ぜ認熟議群ルロ 1‐21

-- -…- - - - -÷ T 【 姦褻韓謙藤大鹿篤発露努湧葬霜人の合
本人が区民 硼 課税 (世嗣こ区 1 n n 嫁 熟響鵠計所得金額が126万円未満“〉〕

蚤 務鑿も議ゞ 藤壁区民税膿狡く世帯に区民 1
… - - - -- --- - ' 三上÷ { 聽 逢野澤溌襲灘鷲鸚爆裂,山㈱#□

‐
　　　　　　　　　　　　　　　　　

に も 1.08

民税課税者がいる場合) :
をきい
從
.
“学齢
ゞ .00

本人が区民税非課税 (世帯に医

融讓簾答議会≦務馨 Q 87
計が80万円以下 鳥海当÷義三80万円以下

疑義受講,軸
及び世帯員全員施 競り瞑 o.75

人及び世帯員全員が区民税非 o.75

弄ゞばどきざ;当課税で課税年金収入額と合計所 0‐65
寝顔寒聯得金額が合計120万円以下

　　　　　　　　　　　　　以下

趾燿 鸚毒開議朧
-
。.49 -擁護謡館き皺溌礬癈姦捷瀦鼾 Q49
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④生活困難者対策について

第 5 期介護保険事業計画では、 第 4 期と同様の生活困難者対策を多

段階化とともに実施します。 被保険者の申請に基づき、 第3 段階以下

の階層については、 所得や預貯金等の状況に応じて、 今の階層より低

い保険料の階層に軽減を行います。

(5 ) 第5期介護保険料基準額の設定

①保険料算定額説明

第 5 期介護保険事業計画期間中に必要な保険料は、2 8 3 億円と算定

･しました。 これを、 保険料多段階化による緩和策を加味した上、第 1

号被保険者数 (推計) で除し、 収納率を勘案して積算したものを基準

保険料としています。

足立区第5期介護保険料基準額 l月額 6 ,5 7 0 円 l

その結果、 所得に応じた介護保険料は、 表5 -↑7 のとおりとなりま

す。
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表5 4 7 介護保険料の軽減策 ･多段階化 ･生活困難者対策及び保険料割合

人が区民税課税者で本人の合 . り mム. ~ (所得金額が 1,800 万円以上

人が区民税課税者で本人の合
1 200 万円以上

人が区民税課税者で本人の合
計所得金額が 800万円以上

人が区民税課税者で本人の合
計所得金額が 600万円以上

本人が区民税課税者で本人の合
400 万円以上

本人が区民税課税者で本人の合
尋金額が 190万円以上

が区民税課税者で本人の合
晏金額が 125万円以上

が区民税課税者で本人の合
125万円未満

人が区民税非課税 (世帯に区
いる

人が区民税非課税 (世帯に区
民税課税者がいる場合)で課税
年金収入額と合計所得金額の合
計が 80万円以下

本人及び世帯員全員が区民税非

本人及び世帯員全員が区民税非
課税で課税年金収入額と合計所
得金額が合計 120万円以下

本人及び世帯員全員が区民税非
課税で、本人の課税年金収入額
と合計所得金額の合計が80万円
以下

生活保護受給者または、老齢福
祉年金受給者で区民税世帯非課
税

2.30

2.00

1.80

1 49

180,480 円

(月額) 15,040 円

153,840円
(月額) 12,820 円

133,680円
(月額) 11,140円
120,360 円

(月額) 10,030 円

99 ,600円
(月額) 8,300 円

145 (月額)
98;888田

1.21

1.08

1.00

(基準額)

0 ,87

0 ,75

0 .65

0 ,58

0 .49

80 ,880円
(月額) 6,74〇円

72,240円
(月額) 6,020 円

66 840円
(月額) 5,570 円

58,200円
(月額) 4,850 円

50溝60円
(月額) 4 180円

43,560円
(月額) 3,630 円

38,880 円

(月額) 3,240 円

32,760円
(月額) 2,730 円
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